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方

言

史

料

と

し

て

観

た

角

筆

文

献

キ
ー

ワ
ー
ド・・

角
筆
文
献・
方
言
史
料・
オ
段
長
音
の
開
合・
オ
段
助
長

音
の
ウ
段
長
音
化・
オ
段
合
長
音
の
短
呼

要

旨

方
言
史
の
研
究
資
料
と
し
て
角
筆
文
献
が
有
用
で
あ
る
こ
と
を 、
オ
段

長
音
の
関
合
の
問
題
を
例
と
し
て
考
え
る 。

先
ず 、
鳥
取
県
金
剛
瞳
院
の
角
筆
文
献「
複
記」
(
天
明
七
年
板
本 、
安

政
三
年
頃
書
入
れ)
に
お
り
る 、
オ
段
長
音
の
表
記
上
の
原
則
を
指
摘
し 、

次
に 、
そ
こ
に
現
れ
た
こ
事
象
に
つ
い
て、
そ
れ
ぞ
れ
角
筆
文
献
に
よ
る

と、
か
つ
て
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
説
き 、
毛
筆
文

献
で
も
口
頭
語
を
反
映
す
る
資
料
に
存
す
る
こ
と
を
述
べ 、
そ
れ
が
現
代

語
方
言
と
繋
が
り
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る 。

二
事
象
の
第一
は 、
オ
段
助
長
音 、
特
に
合
音
を
ウ
段
長
音
に
発
音
す

る
現
象
で
あ
り 、
第
二
は 、
オ
段
長
音
の
合
音
を
短
呼
す
る
現
象
で
あ
る 。

こ
の
現
象
は 、
文
献
上
で
は 、
オ
段
長
音
が
発
生
し
た
当
初
か
ら 、
開
音

と
区
別
す
る
場
合 、
知
識
音
と
し
て
で
な
く
口
頭
語
の
場
で
は
行
わ
れ 、

そ
れ
が
現
代
語
方
言
に
残っ
た
と
す
る 。
特
に 、
第一
の
事
象
は 、
現
代

語
方
言
で
開
合
を
区
別
す
る 、
九
州
地
方
と
新
潟
県
の一
部
等
の
地
方
に

は
残
っ
て
い
る 。

林

芳

規

、

は

め

じ

日

本

語

の

方

言

の

歴

史

を
、

文

献

を

資

料

と

し

て

叙

述

す

る

場

合
、

角

筆

文

献

は

如

何

な

る

役

割

を

担

う

こ

と

が

出

来

る

か
。

こ

の

問

題

を

考

え

よ

う

と

す

る

の

が

小

稿

の

意

図

で

あ

る
。

角

筆

と

は
、

鉛

筆

が

日

常

的

に

使

わ

れ

る

よ

う

に

な

る

ま

で

の
、

毛

筆

が

主

に

用

い

ら

れ

た

明

治

初

年

以

前

に

お

け

る
、

も

う
一

つ

の

筆

記

具

で

あ

る
。

こ

の

こ

と

は
、

御

調

八

幡

宮

蔵

の

木

製

角

筆

と
、

大

覚

寺

蔵

の

竹

製

角

筆

と

の
、

そ

れ

ぞ

れ

の

先

端

部

の

状

態
、

特

に

そ

の

割

れ

た

材

の

隙

聞

に

古

代

紙

の

繊

維

が

付

着

し

て

伝

存

さ

れ

て

い

た

こ

と

か

ら

証

せ

ら

れ

る
。

更

に
、

そ

の

角

筆

で

紙

面

を

押

し

凹

ま

せ

て

文

字

を

書

い

た

古

文

献

が

大

量
に

伝

存

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

確

か

な

証

と

な

る
。

こ

の
、

角

筆

で

紙

面

を

押

し

凹

ま

せ

て

文

字

等

の

書

か

れ

た

文

献

を

角

筆

文

献

と

い

う
。

角

筆

文

献

は
、

昭

和

三

十

六

年

に

第
一

号

が

見

付

け

ら

れ

て

以

来
、

毎

年

発

見

が

続

き
、

平

成

四

年

八

月

現

在

で
、

七

百

(
補注1)

五

十
二

点

が

数

え

ら

れ

て

い

る
。

近

年

は
、

一

年

間

に

二

百

点

程

が

発

見

さ

れ

て

お

り
、

そ

れ

も

全

国

の

地

方

の

諸

所

か

ら

出

現

し

て
、

地

域

的

な

拡

が

り

を

見

せ

て
い

る

の

が

注

目
せ
ら

れ

る(
附
図

1
「
角
筆
文
献
の所
在
な
らび
に
使
用
地

(
補注2)

の

全

国

図
」

参

照
)
。

角

筆

が
、

古

代

の

筆

記

具

と

し

て

毛

筆

と

共

に
、

全

国

的

に
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-
弘
前
市
立
図
書
館

稽
古
館
版(
尚
書

ついての符号

筆使用地 口角筆下絵(壁画 ・絵巻等)

書入れ) ー角筆

2 

-
不
動
院
飽
宝
寺

-
水
戸
彩
考
館

-足
利
学
校
遺
獄
図
書
館

〈〉
.
宮
内
庁
舎
陵
部

企
.
東
洋
文
庫

〈〉五
島
美
術
館

.
恨
津
美
術
館

。
.
東
京
大
学

.
早
稲
田
大
学

-
慶
応
大
学
斯
道
文
庫

.
駒
沢
大
学
図
書
館

-
青
山
学
院
大
学

-
金
沢
大
学
附
属
図
書
館

・
金
沢
市
立
図
舎
館

-石
川
県
立
図
書
館

ロ
伊
場
選
駈
木
簡

-
愛
知
教
育
大
学
附
属
図
書
館

.
桑
名
市
鋲
国
守
国
神
社

(
象
牙
製
角
地4)

.
絵
阪
市
射
和
文
庫、
本
居
宵一
長
記
念
館

企
今立
部
今立
町
桁飯
八
嶋
神
社

(
大
般
若
続 、
東
福
寺
版)

-
今立
町附
今立
町
本間…
寺(
御
伝
紗)

-
蒲
生
町
源
通
寺

.{寸
山
市
普
鹿
寺

企
八
日
市
市
石
俗
寺

-
津
市立
図
書
館

.三
重
大
学
附
属
図
書
館

ロ
0
・a
・
東
大
寺
正
倉
院・
西
大
寺 、

天
理
図
書
館 、
唐
招
健
寺 、
龍
門
文
庫



2. 角筆・角筆文I

O角筆文献

日木簡(凹み主

方言史料 と し て 観た 角筆文献

〔附図1 )角筆文献の所在ならびに使用地の全国図
1. 所在・使用地名の上に付した符号

.江戸時代 V桃山時代 企室町時代

.鎌倉時代 。平安時代 ロ奈良時代以前

(上記のそれぞれの時代の角筆文献を伝存する)

0 
• 
a 
v 
• 

京京東興随東 . 
都都山聖心寺 空
大国御禅院 、 子
学立文寺 、 醍 出、博 庫 、仁 醐 12 
大物 、大手口寺 土
谷館福通寺 嘩

大 、勝寺 、勧
学 寺 、高修 大

、 来山寺 を
迎寺 、 -;r 

」-i一 室

EA
A
-
-
フ
R

口
伝
隆
寺
金
堂
壁
画

ロ
藤
原{呂
駈
木
簡

O
A
高
野
山
大
明
王
院

光
明
院・
本
党
院

.
徳
島
県
立
図
書

館

o
a
・
備
後
間
御
調
八
幡
宮

\
木
製
角
筆 、
木
簡

J

r
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
絵
巻」

.尾
道 、
天
申主宰

.
三
原
市
立
図
書
館

企
大
三
島

、
大
山
祇
神
社

(
伊
予
三
島
社
縁
起)

.
佐
川
町
佐
川
公
民
館

川
田
文
庫

.
山
口

大
学
附
属
図
書
館

.
山
口
県
立
山
口
図
書
館

.
釆
福
寺、
悌
昌
寺

。
飽
蔵
寺

企
宇
都
市
恒
石
八
幡
宮

(
八
幡
大
菩
薩
御
縁
起
絵
巻)

.
大
分
大
学
附
属
図
書
館

-
大
分
県
立
大
分
図
書
館

-
杵
築
市

立
図
舎
館

。
富
貴

寺
大
堂
壁
画

-
耶
馬
渓
文
庫

.
秋
月

、
大
安
寺

-
八
頭
郡
用
瀬
町
金
剛
健
院

ロ
長
岡
宮
駈
木
簡

.
米
子
市
吉
祥
院

.
金
光
図
書
館

.
広
島
県
比
婆
郡
東
減
町
正
安
寺

-
庄
原
市
立
図
書
館

・
広
島
県
双
三
郡
三
和
町

.
広
島
県
山
県
郡
真
教
寺

.
広
島
県
山
県
郡
有
悶(
小
田
文
庫)

-
比
治
山
女
子
短
期
大
学

.
広
島
市
安
楽
寺・
不
動
院

〈v
a
v
-
広
島
大
学
文
学
部

(
国
語・
国
史・
中
文・
中
哲
研
究
室)

教
育
学
部・
附
属
図
書
館・
学
校

教
育
学
部
分
館-

広
島
修
道
学
園

.
萩
市
立
図
書
館

明
倫
館
版
等

f 

。

....飯
大権合明塚
分八手IJ星市
宮幡蔵寺

宮寺
」ーーーーー一、."...ーーーーーーノ

J
f

g
小
城
郡
小
城
町山石

章

。

/
j

(
宋
版
思
渓
版
大
般
若
絵 、
妙
法
蓮
華
経 、
仁
王
経
等)
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使

わ

れ

た

こ

と

を

考

え

さ

せ

る
。

角

筆

で

書

か

れ

た

文

字

は
、

凹

み

で

あ
っ

て
、

毛

筆

の

よ

う

な

。

色
H

が

無

い
。

従

っ

て
、

視

覚

に

訴

え

る

こ

と

が

弱

く
、

目

立

ち

に

く

い
。

そ

の

た

め

に
、

私

的
、

一

時

的

な

備

忘

の

場

に

用

い

ら

れ

る

こ

と

が

多

く
、

そ

こ

に

規

範

か

ら

外

れ

た

表

現

が

現

れ

易

い
。

角

筆

文

献

の

中

か

ら

口

頭

語

的

性

格

を

指

摘

し

た

の

は
、

こ

の

よ

う

な

点

に

注

目

し

た

も

の

で

あ

る
。

た

だ

角

筆

文

献

の

用

語

が

総

て

そ

う

だ

と

い

う

わ

け

で

は

な

く
、

角

筆

の

文

字

の

書

入

れ

が

極

少

量

で

あ

る

も

の

に

つ

い

て

は
、

そ

の

判

定

の

難

し

い

も

の

も

あ

り
、

一

方
、

規

範

か

ら

甚

し

く

は

外

れ

ず

毛

筆

文

献

と

差

の

な

い

よ

う

に

見

え

る

も

の

も

あ

る
。

恰

も

鉛

筆

が

改

ま

っ

た

文

章

の

下

書

き

に

用

い

ら

れ

る

よ

う

な

も

の

で

あ

る
。

し

か

し
、

凹

み

で

あ

る

と

い

う

書

写

形

態

の

特

異

な

こ

と

か

ら
、

毛

筆

文

献

の

規

範

に

制

約

さ

れ

て

書

か

れ

た

も

の

に

比

べ

て
、

口

頭

語

を

多

く

反

映

さ

せ

た

資

料

が

存

し

て

い

る
。

そ

こ

に

注

目

し

て
、

口

頭

語

研

究

の

資

料

と

し

て

の

価

値

を

見

出

そ

う

と

し

た

の

で

あ

る
。

全

国

の

地

方

の

諸

所

か

ら

角

筆

文

献

が

発

見

さ

れ

る

よ

う

に

な

る

と
、

そ

の

中

か

ら
、

当

時

の

そ

の

土

地

で

使

っ

て

い

た

口

頭

語

を

窺

う

可

能

性

が

生

ず

る
。

こ

の

よ

う

な

意

図

か

ら
、

筆

者

は
、

全

国

の

大

学

図

書

館
、

各

研

究

室
、

或

い

は

公

共

図

書

館

等

に

寄

贈
・

寄

託

さ

れ

た

り
、

土

地

の

旧

家

や

寺

社

に

伝

来

さ

れ

た

り

し

な

が

ら
、

気

付

か

れ

ず

に

眠

っ

て

い

る

角

筆

文

献

を

発

掘

調

査

す

る

必

要

を

痛

感

し
、

説

い

て

来

た
。

一

方
、

自

ら

も
、

身

近

の

中

園

地

方

を

中

心

に

四

国
・

九

州

地

方

に

つ

い

て

試

行

調

査

を
、

協

力

者

と

共

に

行

い
、

発

見

の

度

合

の

高

い

こ

と

を

知
っ

た
。

現

状

で

は
、

発

掘

調

査

に

力

を

注

い

で

お

り
、

そ

れ

の

目

録

に

よ

る

報

告

も

行

っ

て

来

た

が
、

そ

れ

ぞ

れ

の

角

筆

文

献

に

つ

い

て

精

査

す

る

こ

と

は

総

て

に

及

ば

ず

今

後

に

残

さ

れ
、

調

査

地

も

全

国

に

は

到

底

及

ん

で

い

な

い
。

そ

の

よ

う

な
、

い

わ

ば

緒

に

就

い

た

ば

か

り

の

段

階

で

は
、

方

言

史

料

と

し

て

角

筆

文

献

を

取

上

げ

考

察

す

る

に

は
、

時

期

尚

早

の

観

が

あ

る

が
、

本

誌

の

今

般

の

特

集

に

当

り
、

林

四

郎

編

集

主

任

か

ら

の

お

奨

め

も

あ

り
、

且

つ

は

協

同

研

究

者

を

得

る

切

掛

け

に

若

し

な

る

な

ら

ば

と

願

い
、

敢

え

て

問

題

提

起

の

つ

も

り

で

執

筆

さ

せ

て

頂

く

こ

と

に

し

た
。

4 

二、

鳥
取
県
金
剛
健
院
蔵
の
角
筆
文
献
に
現
れ
た

オ
段
長
音
の
表
記

鳥

取

県

八

頭

郡

用

瀬

町

金

剛

櫨

院

東

光

寺

に

伝

存

す

る

角

筆

文

献

に
、

「

種

記

後
藤
点 、
元 ・
利 ・
貞」

(
角
筆
文
献
番
号[
仰])
の
三
冊
が
あ
る 。
江
戸
時
代
の「
天

明

七

年

丁

未

正

月

元

旦

発

党
」

の

刊

記

を

持

つ

板

本

の
、

後

摺

り

本

で

あ

る
。

三

冊

と

も

巻

頭

に

「

因

州

智

頭

郡

社

村

東

光

寺
」

の

朱

印

が

あ

り
、

貞

冊

の

表

紙

見

返

に

は
「

安

政

三

年

辰
/

二

月

吉

日

求

之

/

田

中

姓
」

の

墨

書

が

あ

り
、

こ

の

「

田

中

氏

蔵

書
」

の

墨

書

は

元

冊
・

利

冊

に

も

あ

る
。

田

中

氏

は

東

光

寺

近

在

の

檀

家

で

あ

っ

た

ら

し

く
、

金

剛

檀

院

第

十

九

代

の

宥

操

院

家

の

時

に

こ

の

本

が

田

中

氏

蔵

の

他

書

と

共

に

什

物

と

な

っ

て

い

る
。

種

記

の

天

明

七

年

板

の

本

文

に

は

訓

点

が

附

刻

さ

れ

て

い

る

が
、

テ

ニ

ヲ

ハ

を

主

と

す

る

附

刻

仮

名

で

あ

る

の

で
、

本

文

の

漢

字

の

読

み

は

附

刻

の

訓

点

で

は

殆

ど

分

ら

な

い
。

た

だ

所

々

に
、

安

政

三

年
(
一

八

五

六
)

の

加

筆

と

見

ら

れ

る

墨

書

仮

名

の

書

入

れ

が

あ

る
。

。
恩一
Y

色

の

文

字

と

し

て

は

以

上

の

程

度

で

あ

る

が
、

注

意

し

て

目

と

紙

面

と

の

角

度

を

変

え

て

見

る

と
、

角

筆

で

紙

面

を

凹

ま

せ

て

書

入

れ

た

仮

名

が
、

一
冗
・

利
・

貞

の

三

冊

の

全

巻

に

亘

っ

て

詳

細

に

施

さ

れ

て

あ

り
、

本

文

の

漢

字

の

読

み

方

を

示

し

て

い

る
。

こ

の

角

筆

の

凹

み

の

文

字

と

墨

仮

名

と

の

関

係

を

調

べ

る

と
、

両

者

が

重

な

っ

た

所

で

は
、

角

筆

の

凹

み

の

文

字

が

先

に

書

か

れ
、

そ

の

後

か

ら

墨

仮

名

が

重

ね

書

さ

れ

て

い

る
。

そ

の

こ

と

は
、

墨

仮

名

の

筆

画



が
凹
み
に
依
っ
て
か
す
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
る 。
こ
れ
に
よ
っ
て 、
角
筆
の

書
入
れ
ら
れ
た
時
期
が 、
墨
仮
名
を
加
筆
し
た
安
政
三
年
よ
り
前 、
恐
ら
く
余

り
隔
た
ら
な
い
頃
と
考
え
ら
れ
る 。
又 、
墨
書
仮
名
の
表
記
と
角
筆
の
凹
み
仮

名
の
表
記
と
を
比
べ
る
と 、
墨
仮
名
が 、

リ
y
レ
ウ

ユ
カ

「
持
必宵
」
(
利・
七
十
ウ) 、
「
賛
」
(
元・
二
十
三
ウ)

の
よ
う
に 、
字
音
仮
名
遣
や
古
来
の
用
法
に
適
う
の
に
対
し
て 、
角
筆
の
凹
み

の
仮
名
(
以

下

「
角
筆
仮
名」
と
呼

ぶ)
は 、

「
チ
ヨ」
(
角)

「
イ
カ」
(
角)

「
兆」

(
元・
四
十
五
ウ)、
「
淋」

(
元・
十

九

オ 、
利・
五

十

三
オ)(「
角」

方言史料 と し て観た 角筆文献

は
角
筆
の
凹
み
仮
名
の
意)

の
よ
う
に 、
字
音
仮
名
遣
の
規
範
か
ら
外
れ
た
り 、
転
説
音
を
表
し
た
り
し
て

い
て 、
恐
ら
く

発
音
に
近
い
表
記
を
示
し
て
い
る 、
と
い
う
相
違
が
認
め
ら
れ

る 。
こ
の
文
献
の
角
筆
仮
名
に
は 、
こ
の
よ
う
な
国
語
史
上
か
ら
も 、
又
現
代

語
方
言
と
の
係
り
に
お
い
て
も
注
目
さ
れ
る
事
象
が
少
な
く
な
い
が 、
こ
こ
で

は
用
例
数
が
多
く 、

顕
著
な
傾
向
を
見
せ
て
い
る
オ
段
長
音
の
問
題
を
取
上
げ

る
こ
と
に
す
る 。

先
ず 、
オ
段
助
長
音
に
お
い
て
長
音
に
当
る
「
ウ」
を
表
記
し
な
い
点
が
挙

げ
ら
れ
る 。
次
下
の
通
り
で
あ
る
(
判
例
ω
に
分
け 、
元
冊・
利
冊・
貞
冊
の
各
冊

毎
に
出
現
順
に
挙
げ
る 。
漢
数
字
は
丁
数 、
オ・
ウ
は
表
裏
の
別 、
算
用
数
字
は
行
数

を
示
す 。
角
筆
仮
名
は
「

」
(
角)
で
示
す)。

「
チ
ヨ」
(
角)

例
徴

在
(
元・
四
十
九
オ
9)

升

隠
(
元・
二
十
四
オ
9

「
ソ
ヨ」
(
角)

「
シ
ヨ」
(
角)

頒

之
声(
利・
三
十
四
ウ
4

承
徳(
上
欄「

刈剖
チ
ヨ」
(
角))
(
利

七
十
三
ウ
8)

2 「
γ
ヨ」
(
角)

倒
妾(

利・
二
十一
オ
3 「

シ
ヨ
カ」
(
角)

升
歌

「
シ
ヨ」
(
角)

本V

(
貞・
三
十
三
ウ
3)

元・
十
六
オ
4

(
貞・
三
ウ
6)

「
ン
ヨ」
(
角)

寒

愚
(
貞・
十
六
オ

シ
ョ
ウ
(
墨
書}

兆E
ヨ

角

(
元・
四
十
五
ウ
7)

「
キ
ヨ」(
角)

土白血岬ti

「
ン
ヨ」
(
角)

礁

殺
(
利・
二
十
五
オ
7

ヨ」
(
角))
(
利・
四
十
四
オ
5

臣
妾
(
上
欄
「
シ

「
キ
ヨ」
(
角)

爽

室(
利・
五
十一
ウ
3

笑

語

(c) 
量� :t乙 欄

角 「) シ
幣 ヨ

冗 高
十 )
哨 (

玄
利

6 ↓  
十
七
ウ
2 

度

量

「
リ
ヨ」
(
角)

「
シ
ヨ」
(
角)

学
笠

元・
六
十
九
オ
6

「
リ
ヨ」
(
角)

梁

木
(
元・
二
十
八
オ
2

「
シ
ヨ」
(
角)

長
官燭「

ン
ヨ」
(
角)

上
序

(
元・
三
十
七
ウ
7)

元・
六
十
五
ウ
9

(
元・
三
十
二
ウ
1)

「
シ
ヨ」
(
角)

車問
，dl

 
(
元・
四
十
三
オ
9)

「
チ
ヨ」
{
角)

暢

(
利・
二
十
五
ウ
5

象
(
上
欄
「
シ
ヨ」
(
角))
(
利・
二
十
七
ウ
2

「
ケ
ヨ」
(
角)

術
仰

雅

(
角
筆
「
ケ
ヨ」
は
本
の
ま
ま)
(
利・
三
十
四
ウ
5

利・
七
十
ウ
1

(
貞・
三
十
二
オ
2) 「

キ
ヨ
シ
ヨ」
(
角)

練
繕

(
利・
七
十
二
ウ
7

桓言承す領
ヨ E宙 ヨ

樫 2 士 二」 上 。
高 欄

シ
ヨ

ヨ
角

利
柾:t

. 

ヨ ù
矢と 十

ウ
8 

(
貞・
五
十
五
オ
1)

5 



柾

矢

(

上

繍

「

キ

ヨ

シ
」

(

角
)
)

(

貞
・

五

十

五

オ

3
)

「
リ
ヨ」
(
角}

〔

存

疑
〕

婁

婁

(

元
・

四

十

三

ウ

6
)

(
「

キ

ヨ
」

(

角
)

本

の

ま

ま
)

「
キ
ヨ」
(
角)

例

は

蒸

韻
、

用

韻 、

鍾

韻
{
子

で

あ

り
、

字

音

仮

名

遣

で
「

イ

段

音

+

ヨ

ウ
」

(

以

下

「

@
ヨ

ウ
」

で

示

す
)

と

表

さ

れ

る
。

ω

は

葉

韻 、

業

韻 、

笑

韻
、

治

韻
{
子

で

あ

り
、

字

音

仮

名

遣

で

「

エ

段

音

+

ウ
」

(

以

下
、

「

@
ウ
」

で

示

す
)

と

表

さ

れ

る
。

川w

は

陽

韻
、

庚

韻
、

清

韻
、

渓

韻
、

静

韻
、

養

韻

字

で

あ

り
、

字

音

仮

名

遣

で

「

イ

段

音

+

ヤ

ウ
」

(

以

下
「

@
ヤ

ウ
」

で

示

す
)

で

表

さ

れ

る
。

判

例

は

助

長
立
固

化

し

て

合

長

音

と

な

り
、

ω

は

助

長

音

化

し

て

開

長

音

と

な

る

字

音

で

あ

る

が
、

こ

の

角

筆

仮

名

で

は
、

例

ω

も

ω

も

共

に
、

「

イ

段

音

+

ヨ
」

(

以

下
「

@

ヨ
」

で

示

す
)

で

表

記

さ

れ

て
、

開

合

の

区

別

が

無

く
、

「

ウ
」

の

仮

名

が

表

さ

れ

て

い

な

い
。

「

ウ
」

の

仮

名

を

誤

脱

し

た

と

見

る

に

は
、

次

の
一

例

を

除

い

て
、

他

は

総

て

「

@
ヨ
」

と

表

さ

れ

る

こ

と

か

ら
、

不

自

然

で

あ

る
。

例

外

は
、

「
シ
ョ
ウ」
(
向)

開閉

回

(
「

シ

ョ

ウ
」

(

角
)

は

上

欄
)

(

貞
・

二

十

七

オ

8
)

の
一

例

で
、

最

終

冊

の

巻

末

近

い

所

か

ら

拾

わ

れ

た
。

右

掲

例

か

ら

す

れ

ば
、

こ

の

文

献

の

角

筆

仮

名

で

は
、

ヨ
」

で

表

さ

れ

る

原

則

の

あ

っ

た

こ

と

が

窺

わ

れ

る
。

但

し
、

オ

段

助

長

音

の

う

ち
、

「

縄
」

字

は

次

の

よ

う

に

「

シ

ウ
」

と

表

さ

れ

て

い

る
。

縄

履

オ

段

助

長

音

は

「

@

元
・

三

十

六

ウ

8

「
ン
ウ」
(
角)

縄

履

(

利
・

四

ウ

2

「
ジ
ウ
ク」
(
向)

縄

履

「

ジ
」

は

本

の

ま

ま
)

(

利
・

四

ウ

3
)

「
シ
ウ」
{
向)

縄

墨

(

貞
・

十
一

オ

8

「

縄
」

は

蒸

韻

三

等

で
、

「

徴
」

「

升
」

「

承
」

と

同

韻

字

で

あ

る

か

ら
、

字

音

仮

名

遣

で

「

ジ

ヨ

ウ
」

と

表

さ

れ

る

字

で

あ

る

が
、

「

シ

ウ
」

と

表

さ

れ

て

い

る
。

「

シ

ョ

ウ
」

の

「

ヨ
」

が

誤

脱

し

た

の

で

な

い

こ

と

は
、

「

縄
」

字

に

施

し

た

角

筆

の

仮

名

が

い

ず

れ

も

「

シ

ウ
」

で

あ

る

こ

と

と
、

こ

の

文

献

の

角

筆

仮

名

の

表

記

原

則

で

は

「

@
ヨ
」

の

よ

う

に

「

ウ
」

を

表

さ

な

い

筈

で

あ

る

の

に

「

ウ
」

を

表

記

し

て

い

る

こ

と

と

か

ら

分

る
。

も

う
一

例 、

存

疑

例

で

あ

る

が
、

「
イ
シ
ウ」
(
角)

遺

乗

6 

(

貞
・

二

十

七

オ

8
)

が

あ

る
。

「

乗
」

は

唇

音

清
の

梗

韻

字

で
、

「

丙
」

と

同

音

で

あ

る

か

ら

漢

音

で

は

「

へ

イ
」

と

表

さ

れ

る

字

で

あ

る

が
、

こ

れ

に

「

シ

ウ
」

と

あ

る

の

が

不

審

で

あ

る
。

「

乗
」

と

字

形

の

似

る

こ

と

に

よ

る

誤

読

と

す

れ

ば
、

「

ジ

ヨ

ウ
」

を

「

ジ

ウ
」

と

表

し

た

こ

と

が

考

え

ら

れ

る

が
、

こ

の
一

例

で

あ

る

の

で

確

か

で

は

な

し
。

「

縄
」

に

施

さ

れ

た

角

筆

仮

名

の

「

シ

ウ
」

が
、

「

シ
」

と

「

ウ
」

を

割
っ

て

発

音

し

た

も

の

の

表

記

で

は

な

く
、

ウ

段

の

長

音

で

あ

っ

た

こ

と

は
、

一

般

に

は

江

戸

時

代

と

い

う

時

代

の

上

か

ら

考

え

ら

れ

る

所

で

あ

る

が
、

一

方
、

こ

の

角

筆

仮

名

に

お

い

て
、

「

シ

ウ
」

と

仮

名

の

施

さ

れ

た
、

「
シ
ウ」
(
角)

襲

f
、

リ

:、

カ

ロ刀
K

「
シ
ヨ」
(
角)

襲

一
冗
・

二

十

九

ウ

9
、

元
・

四

十

八

オ

3
、

利
・

二

十
二

ウ

1

方合

木

(

元
・

三

十

五

オ

8
)

と

も

表

さ

れ

て

い

る

こ

と

か

ら

窺

わ

れ

る
。

「

襲
」

字

を
「

シ

ウ
」

と

も
「

シ

ヨ
」

と

も

表

し

た

の

は
、

「

シ

ウ
」

の

表

す

音

と

「

シ

ヨ
」

の

表

す

音

と

が

同

音

又

は

紛

わ

し

く

近

い

音

で

あ
っ

た

こ

と

が

考

え

ら

れ
、

そ

れ

に

は

長

音

化

し

て

い

た



こ

と

が

前

提

と

な

る

か

ら

で

あ

る
。

但

し
、

こ

の

文

献

で

は
、

こ

の

音

声

事

象

が

オ

段

助

長

音

の

総

て

に

及

ん

で

い

た

か

否

か

は

明

ら

か

で

な

く
、

角

筆

仮

名

ジ
ウ

シ
ヨ

で

は
、

「

縄
」

「

襲
」

の

特

定

字
(

又

は

こ

の

字

で

構

成

さ

れ

る
一訪
問
)

に

限

ら

れ

て

い

る
。

オ

段

助

長

音

に

対

し

て
、

オ

段

長

音

の

開

音

は
、

表

記

上
、

顕

著

な

対

立

を

見

せ

て

い

る
。

即

ち
、

こ

の

角

筆

仮

名

で

は
、

「

ア

段

音

+

ウ
」

(

以

下
「

⑦

ウ
」

で

示

す
)

で

表

さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

以

下

に

挙

例

す

る
。

「
カ
ウ」
(
角)

「
カ
ウ」
(
角)

競

泣
(
元・
十
八
オ
2)

糞

献

(
元・
十
九
オ
3)

「
ヶ
ン」
(
角)

「
サ
ウ」
(
角)

騒

騒
爾
(
元・
三
十一
ウ
8)

「
カ
ウ」
(
角)

棄

魚
(
元・
十
九
オ
3

「
サ
ウ」
(
角)

綬

叔
(
元・一二
十二
オ
2

「
タ
ウ」
(
角)

悼

公
(
元・一二
十
八
ウ
9

「
タ
ウ」
(
角)

薬

殺
(「
タ
ウ」
の
「
タ」
は
本
の
ま
ま)
(
元・
四
十
九
ウ
2)

造

(

上

欄
「
サ
ウ」
(
角))
(
元・
五
十
八
オ
2

1同"7
ウ」

角

(
利・
十一
オ
4

方言史料として観た角筆文献

綱
上

欄
カ
ウ

投7里

高叩

十
九
ウ

6 

倒
載
(
上
欄
「
タ
ウ」
(
角))

「
タ
ウ」
(
角)

陶

人
(
利・

(
利・
三
十二
ウ
1

(
利・
五
十三
ウ
3

耕
籍
(
上
欄
「
カ
ウ」
(
角))
(
利・
三
十二
ウ
6

五
十
六
ウ
8

「
ラ
ン」
(
角)

「
タ
ウ」
は
「
サ
ウ」
と
見
ゆ)
(
利・
三
十二
ウ
6

万「
F
ウ」
(
角}

「
ウ
ン
ハ
ウ」
(
角)

爆

胞

「
カ
ウ」
(
角)

権
衡

(
貞・
七
オ
4)

(
貞・
五
十
四
オ
3)

「
タ
ウ」
{
角)

投

壷
之
檀
(
貞・
五
十
四
ウ
9

但

し
、

合

長

音

の

語

を

も

ア

段

音

の

仮

名

で

表

し

て

「

ウ
」

を

表

記

し

た

例

が

次

の

よ

う

に

あ

る
。

「
カ
ウ」
(
角)

司

冠

一冗・
十
六
オ
6

「
ヵ
ウ」
(
角)

莞

(
元・
十
九
オ
7)

「
カ
ウ」
(
角)

大

司

冠

元・
六
十三
ウ
6

「
パ
ウ」
(
角)

賓
牟

買
(
利・
三
十一
ウ
3

狸-;
ウ

狩と
角

「
タ
ウ」
(
角)

鐙

(
貞・
六

「
シ」
は
本
の
ま
ま)
(
利・
七
十
七
オ
2

ウ

3 

「
ラ
ウ」
(
角)

離
鎖

(
貞・
六
十
四
ウ
4

「
タ
ウ
へ
ン」
(
角)

闘
緋

(
貞・
十三
オ
3)

「
ハ
ウ」
(
角)

〔
存
疑〕
執
文

一冗・
四
十一
オ
7)
(「
文」
は
「
矛」
の
誤
解
か)

紀

こ

の

よ

う

に
、

「

⑦

ウ
」

の

表

記

が

大

多

数

で

あ

る

が
、

オ

段

長

音

の

開
立
目

を

ア

段

音

の

仮

名

だ

け

で

表

し

て
、

「

ウ
」

を

表

記

し

な

い

例

が

三

例

あ

る
。

「
サ」
{
角)

「
サ」
(
角)

合
葬

喪

冠
(
元・
二
十二
オ
7)

(
元・
二
十二
オ
6)

「
カ」
(
角)

五
更

(
利・
三
十二
ウ
7

単

な

る

「

ウ
」

の

省

記

と

も

考

え

ら

れ
、

又
、

開

長

音

を

ア

段

音

の

長

音

に

発

音

し

た

こ

と

を

反

映

す

る

と

も

考

え

ら

れ

る

が

確

定

出

来

な

い
。

三

例

の

例

外

は

あ

る

も

の

の
、

オ

段

開

長

音

は

「

⑦

ウ
」

で

表

さ

れ

る

原

則

の

あ
っ

た

こ

と

が

見

て

と

れ

る
。

一

方
、

オ

段

合

長

音

は
、

右

掲

の

「

②

ウ
」

表

記

例

以

外

で

は
、

次

の

よ

う

に
、

「

ウ
」

を

表

記

し

な

い
。

7 



粥
牟
之
弟
(
上
欄
「
ビ
ホ」
(
角))
(
元・
三
十
オ
7)

「
ソ
」
(
角)

縦

縦
(
元

十一
ウ
7)

「
ソ
」
(
向)

護

「
ロ
」
(
角)

随

利・
十
六
ウ
6

(
利・
十
四
ウ
6

目冒:;

(
利・
四
十一
ウ
9

但

し
、

開

長

音

の

語

を

も

オ

段

音

の

仮

名

で

表

し

て

「

ウ
」

を

表

記

し

な

い

例

も

あ

る
。

「
コ
」
(
角)

顧

望

「
コ

ホ」
(
角)

「
ソ
キ」
(
角)

喪
紀

(
元・
十
三
ウ
3)

「
ヨ」
(
角)

羊

魚
(
利・
十
三
ウ
7

(
二
十一
オ
5)

「
ホ」
(
角)

容
貌

(
利・
三
十
四
ウ
5

こ

の

よ

う

に
、

オ

段

音

の

仮

名

で

表

す

時

は

「

ウ
」

を

表

記

し

な

い

例

が

注

目

せ

ら

れ

る

が
、

合

長

音

を

「

オ

段

の

仮

名

+

ウ
」

で

表

し

た

例

が

三

例

あ

る
。

「
ヨ
ウ
ス
」
(
角)

膚

会田目
(
上
欄
「
キ
ン
ホ
ウ」
(
角))(
元・
六
十
五
ウ
1

利

十
オ
8

「
ソ
ウ」
(
角)

節
奏

(
利・
二
十
五
ウ
7)

(
左
傍
に
も
「
ソ
ウ」
(
角)
あ
り)

こ

の

う

ち
、

「
回
目
」

の

字

音

は

従

来

字

音

仮

名

遣

で

「

パ

ウ
」

と

誤

解

さ

れ

て

来

た

も

の

で

あ

る
。

こ

の

よ

う

な

例

外

は

あ

る

も

の

の
、

オ

段

合

長

音

は
、

「

ウ
」

を

表

さ

な

い

表

記

で

あ

っ

た

原

則

が

見

て

と

れ

る
。

「

ウ
」

を

表

記

し

な

い

点

で

は
、

オ

段

助

長

音

の

表

記

原

則

に

通

ず

る
。

尚 、

オ

段

の

仮

名

に

「

ウ
」

を

付

し

た

例

が

次

の

よ

う

に

あ

る
。

「
ホ
ウ」
(
角)

「
ト
ウ」
(
角)

妄

指
(
元・
十
二
ウ
5)

答

奔
(
元・
十
四
ウ
8)

「
ソ
ウ」
(
角)

頼

「
キ
ゴ
ウ」
(
角)

徽
競

捜
(
上
欄

(
元・
三
十
九
ウ
2)

利・
七
オ
9

8 

「
ソ
ウ」
(
角))
(
利・
七
ウ
6

「
コ
ウ」
(
角)

子
検

腐
折

「
ト
ウ
セ
ツ」
(
角)

「
ソ
ウ」
(
角)

篭

(
利・
六
十
六
オ
4

(
利・
十
四
ウ
l

(
利・
三
十
五
オ
2

「
コ
ウ」
(
角)

鳴
競

(
貞・
五
十
二
ウ
8)

右

に

述

べ

た

表

記

の

原

則

か

ら

す

れ

ば
、

例

外

と

な

る

も

の

で

あ

る

が
、

総

て

開

長

音

で

あ

る
。

開

長

音

が
、

既

述

の

よ

う

に

「

ウ
」

を

表

記

す

る

原

則

で

あ

っ

た

こ

と

と

関

連

が

あ

る

の

か

ど

う

か
、

現

段

階

で

は

未

詳

で

あ

る
。

以

上

を

纏

め

る

と
、

次

の

よ

う

に

な

る
。

ハ円
、

オ

段

助

長

音

は

「

ウ
」

を

表

記

し

な

い

原

則

が

あ

る
。

こ

の

場

合 、

開

合

の

区

別

が

な

い
。

口
、

オ

段

開

長

音

は

「

②

ウ
」

と

表

記

さ

れ

る

原

則

が

あ

る
。

回
、

ォ

段

合

長
立
回

は

「

@
」

と

表

さ

れ
、

「

ウ
」

を

表

記

し

な

い

原

則

が

あ

る
。

付

に

は
一

例

の

例

外

が

あ

り
、

同

日

に

は

表

記

上

で

は

三

例

ず

っ

と

い

う

若

干

の

例

外

が

あ

る
。

口

と

同

の

中

に

は
、

表

記

と

し

て

は

「

⑦

ウ
」

と

「

@
」

と

で

区

別

さ

れ

て

い

る

も

の

の
、

合

長

音

を

「

②

ウ
」
、

開

長

音

を

「

@
」

と

表

し

た

も

の

が

含

ま

れ

て

い

る
。

こ

れ

に

は

開

合

の

乱

れ

が
、

字

音

語

に

は

個

別

的

に

起

っ

て

い

た

こ

と

が

考

え

ら

れ

る
。

挙

例

を

通

し

て
、

語

と

し

て

は

い

ず

れ

か

に

表

記

が

定

っ

て

い

る

こ

と

か

ら

窺

わ

れ

る
。

但

し

開

長

音

を

「

@

ウ
」

と

「
ホ
ウ」
(
角)

表

し

た

「

妄

指
」

な

ど

に

つ

い

て

は

未

勘

で

あ

る
。

た

だ

こ

れ

は

同

の

原

則

に

係

る

問

題

で

あ

り
、

こ

れ

を

以

て
、

付

1

同

の

原

則

を

総

て

否

定

す

る

こ

と

は

出

来

な

い

も

の

の
、

オ

段

長

音

に

開

合

に

係

る

表

記

上

の

区

別

が

あ

る

と

す

る

の

に
、

オ

段

助

長

音

に

開

合

の

区

別

が

全

く

な

い

の

も

問

題

で

あ

る
。



鳥
取
県
金
剛
憧
院
の
角
筆
文
献
に
認
め
ら
れ
た 、
右
述の
事
例
が
偶
然
の
こ

と
な
の
か 、
個
別
的
な
こ
と
な
の
か 、
表
記
上
の
こ
と
か 、
或い
は
音
声
に
係

る
問
題
な
の
か
現
段
階で
は
明
ら
か
に
し
難い 。
角
筆
文
献
の
材
料
が
不
足
で

あ
る 。
た
だ 、
鳥
取一県
の
現
代
語
方
言
と
照
合
す
る
に 、
付
の
オ
段
助
長
音
を

短
呼
す
る
事
象
が
あ
り 、

口
と

同)に
つ
い
て
は
関
長
音
を
[
立
と
発
音
し 、

合
長
音
[O一]
と
区
別
す
る
事
象
と
関
連
し
そ
う
で
あ
る 。
歴
史
的
な
繋
が
り

を
論
ず
る
為
に
は 、
何
よ
り
も
鳥
取
県
の
角
筆
文
献
を
多
く

発
掘
し 、
類
例
を

多
く

得
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る 。

こ
こ
で
は 、
事
例
を
挙
げ
る
に
止
め 、
そ
の
中
に
出
て
来
た二
点
に
絞っ
て 、

オ
段
助
長
音
を
ウ
段
長
音に
発
音
し
た
こ
と
を
反
映し
た
事
象
と 、
オ
段
合
長

立自
の
短
呼
事
象に
つ
い
て 、
他
の
角
筆
文
献に
類
例
を
求
め
る
と
共に 、
口
頭

語
を
反
映
す
る
文
献
を
も
探
り 、
現
代
語
方
言
と
の
関
連に
言
及
し
よ
う
と
思

'つ 。

、

オ
段
助
長
音
の
ウ
段
長
立
固
化
に
つ
い
て

方言史料 と し て観た 角筆文献

鳥
取
県
の
金
剛
瞳
院
東
光
寺
蔵
檀
記
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
仮
名
の
中
に 、

オ
段
助
長
音
を
ウ
段
長
音に
発
音
し
たこ
と
を
反
映
す
る
事
例
が
あっ
た 。「
縄

履」
「
縄
墨」
の
「
縄」
を
「
シ
ウ」
(
濁
音
を
付
し
て
「
ジ
ウ」
と
表
し
た
例
も
あ

シ
内〆

る)
と
す
る
も
の
で
あっ
た 。
一
方 、
「
襲」
を「シ
ヨ」
と
表
し
た
事
例
も
あ

り 、
両
者
を
勘
合
す
る
と 、
「
シ
ウ」
の
表
す
音
と「シ
ヨ(ウ
こ
の
表
す
音と

が
長
音
化
し
て
い
て 、
同
音
文
は
紛
わ
し
く

近い
音
で
あっ
た
反
映と
な
る 。

そ
れ
が
オ
段
助
長
音の
全
体に
及
ぶ
事
象
で
あっ
た
の
か 、
「
縄
|」

の
よ
う
な

特
定
語
に
つ
い
て
だ
け
の
こ
と
で
あっ
た
の
か 、
現
段
階
で
は
明
ら
か
に
し
難

い 。
オ
段
助
長
音の
原
則
表
記
と
し
て
見
ら
れ
た
「
@ヨ」
が
仮
名
通
り
の
音

シ
ウ

で
短
呼
で
あっ
た
と
す
れ
ば 、
「
縄
l」

は
語
と
し
て
他
地
域
か
ら
入っ
た
か 、

シ
ヨ

或い
は
古い
音
が
こ
の
語に
残っ
た
こ
と
に
な
り 、
「
襲」
も
そ
の
よ
う
な
音

(8)

 

が 、
表
記
習
慣
と
し
て
伝
存
し
たこ
と
に
な
る 。
こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に 、

他
地
域
の
角
筆
文
献
に
目
を
転
ず
る 。

先
ず 、
鳥
取
県
と
同
じ
中
園
地
方
の
角
筆
文
献に
つ
い
て
拾い
得
た
例
を
挙

げ
る(
用
例
の
下
に
〔
関〕
と
注
記
し
た
の
は
関
長
音
を
示
す 。
図
書
名
の
下
の[
]

内
の
数
字
は
角
筆
文
献
の
整
理
番
号) 。

①
広
島

県
三
原
市
立
図
書
館
蔵
大

学

章
句
(
江
戸
初期
板本)
一
冊[

抑]

崎

正

員

手

沢

本

「
貞
求 乙丑一一」(角)
(
裏
表
紙
見
返
に
書
入
ら
れ
た
角
筆
の
年
紀 。
「
貞
求」
は「
貞

享」
の
宛{子 。
貞
享
二
年
(一
六
八
五)
の
干
支
は
「
乙
丑」
に
当
る)

②
同
三

原

市
立
図
書
館
蔵
論
語
集
註
(
江
戸
初

期
板本)
四
冊
[
川]

楢

楢

崎

正

員

手

沢

本

「
シ
ウ
セ
ケ」
(
角)

象
説
卦

〔
開〕

③
同
三
原
市
立
図
書
館
蔵
(
楢

崎

文
庫)
孟
子道春点
(享保
四

年
(一
七一
九)

板本)
四
冊
[
m]

「
ン
ウ」
(
角)

縄

墨

「
カ
ヒ
ウ」
(
角)

餓
李

「
ホ
ウ
キ
ウ」
{
角)

封
握

〔
開〕

④
同
三
原
市
立
図
書
館
蔵
(
貧
困
文
庫)
論
語・
孟
子道春点
(
文
化
九
年
(一
八一

二)
板
本)
五
冊
[
加]

教
誇
(
上
欄
「
キ
ふ
か
い」
(
角)

9 



⑤
広
島
県
庄
原
市
立
図
書
館
蔵
論
語
集
註(
江
戸
時
代
板
本)
四
冊
[
飢]

原
朝字 範

ウ ヲF

廷 で 氏ι 教
高5

⑥
広
島
県
山
県
郡
千
代
田
町
有
田 、
小
田
家
蔵
増
註
唐
賢
絶
句
三
種
詩
法(
元
禄

十
六
年
(一
七
O
三)
板
本)
三
冊
[
術]
(
広
島
市
立
中
央
図
書
館
寄
託)
享

保
四
年
頃 、
士山
路
原
周
見
書
入
れ

蚊
蝶

飛
来
(
角
筆
「
中」
は
「
蝶」
の
音
を
示
し
た
も
の)

「
中」
(
角)

⑦
山
口
県
萩
市
立
図
書
館
蔵
三
億
詩 上中F(
江
戸
中
期
板
本)
三
冊
[
抑]
天
和

三
年
(一
六
八
三)
頃
の
書
入
れ

「
ト
キ
ウ」
(
向)

「
ハ
ン
カ」
{
角)

桃
矯

奪ニ
晩
霞-

⑥
山
口
大
学
附
属
図
書
館
蔵
近
思
録(
寛
文
十
三
年
ご
六
七一ニ)
板
本)
四
冊[
術]

山
大 根
匠す信

之 太
2 郎。 氏

寄
贈
本

〔
開〕

⑨
岡
山
県
金
光
図
書
館
蔵
古
文
真
宝
後
集(
元
禄三
年(一
六
九
O)
板
本)
一
冊

[
側]
(
登
田
尚
子
氏
調
査
に
よ
る)

粛
傑
(
上
欄
「
シ
フ

f\」
(
角))

⑩
岡
山
県
金
光
図
書
館
蔵
五
経緯山訓点(
江
戸
時
代
板
本)
十一
冊
[
仰]
(
三
宅

且
蒼 晃
蝿3員( 査
詩 t ア

筏 正す る
四
十
四
ウ
6 

①②
は
楢
崎
正
員(
元
和
六
年〈一
六
二
O〉
|

元
禄
九
年〈一
六
九
六〉)
の
手
沢

(
菅

本
で
あ
る。
正
員
は 、
墓
誌
銘
等
に
よ
る
と、
先
祖
は
代
々
毛
利
家
に
仕
え
た

が 、
父
正
知
の
時
に
山
口
県
防
府
か
ら
三
原
に
移
り 、
正
員
は
そ
の
長
男
と
し

て
三
原
に
生
ま
れ 、
三
原
で
薬
屋
を
営
み 、
三
原
に
残
し
た 。
晩
年
学
に
志
し、

延
宝
元
年(一
六
七
三)
五
十
四
歳
で 、
京
都
の
山
崎
間
斎
に
逢っ
て
弟
子
と
な

り
漢
学
を
学
ん
だ 。
構
崎
文
庫
の
蔵
書
中
に
「
山
崎
嘉
点」
の
板
本
が
多
い
の

は
こ
の
為
で
あ
る。

①②
も
「
山
崎
嘉
点」
の
板
本
で
あ
り 、
正
員
の
手
沢
本

で
あ
る。
そ
れ
に 、
正
員
の
加
筆
と
考
え
ら
れ
る
角
筆
の
書
入
れ
が
あ
る。
①

に
は
裏
表
紙
の
見
返
し
の
白
紙
部
分
に
角
筆
で
書
い
た
年
紀
が
あ
る。
凹
み
が

薄
く
て
極
め
て
読
み
に
く
い
が 、「
貞
求 乙丑一
こ
と
辛
う
じ
て
読
解
け
た
も
の
で

あ
る。
こ
の
読
み
に
よ
れ
ば 、
「
貞
求」
は
私
年
号
に
も
見
当
ら
な
い
の
で
不
審

で
あ
る。
正
員
が
生
存
中
の
年
号
で
関
連
の
あ
る
の
に
「
貞
享」
が
あ
る。
「
貞

享
二
年」
な
ら
干
支
が
「
乙
丑」
で
合
う 。
「
貞
享」
を
角
筆
で
「
貞
求」
と
書

表
し
た
と
な
る
と、
「
求」
は
「
享」
の
宛
字
で
あ
り 、
両
字
の
聞
に
音
の
通
ず

る
所
が
あっ
た
こ
と
に
な
る。
即
ち 、
「
享」
の
オ
段
助
長
音(
開
音)
を
「
求」

の
ウ
段
長
音
で
表
し
た
こ
と
に
な
る。
楢
崎
正
員
の
手
沢
本
に
は 、
②
の
よ
う

に
板
本
本
文
の
漢
字
「
象」
(
関
長
音)
を
角
筆
で
「
シ
ウ」
と
表
し
た
事
例
も

あ
り 、
①
の
傍
証
と
も
な
る。

③
は 、
同
じ
く
繕
崎
家
伝
来
の
蔵
書
で
あ
る
が 、
正
員
残
後
の
刊
行
で
あ
る

か
ら 、
そ
の
子
の
正
重
か
弟
の
正
之
か
或
い
は
そ
の
親
縁
の
者
の
書
入
れ
と
見

ら
れ
る。
正
重・
正
之
と
も
に
漢
学
に
動
ん
で
い
る。
そ
の
用
例
の
う
ち 、

シ
ウ

「
縄
墨」
は
金
剛
憧
院
蔵
の
角
筆
仮
名
に
も
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る。
④
は 、
江

戸
後
期
文
化
九
年
の
再
板
本
で 、
表
紙
に「
備
後
三
原
西
町」
「
貧
困
寅
次
朗
之

物」
な
ど
の
墨
書
が
あ
る。
と
の
黄
田
家
の
蔵
書
も
三
原
市
立
図
書
館
に
寄
贈

さ
れ 、
「
黄
回
文
庫」
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る。

10 



方言史料 と し て観た 角筆文献

以
上
の
如
く 、

①
1

④
は
広
島
県
三
原
市
に
関
係
深
い
書
物
で
あ
り 、
三
原

で
角
筆
が
使
わ
れ 、
そ
の
関
係
者
が
書
入
れ
た
も
の
の
中
に
見
ら
れ
た
も
の
で

t即
ヲ色。⑤

は 、
「
八
谷
多
六」
等
の
墨
書
と 、
「
八
谷」
の
朱
印
が
あ
る 。
八
谷
氏
は 、

庄
原
市
立
図
書
館
に一
括
寄
贈
さ
れ
た
中
の
他
本
に
よ
る
と 、
備
後
国
庄
原
の

人
で
あ
る
と
知
ら
れ
る 。
⑥
は 、
注(
9)
に
記
し
た
如
く 、
山
県
郡(
広
島
県)

の
志
路
原
周
見
が
角
筆
で
書
入
れ
た
も
の
で
あ
る 。

⑦
は 、
天
和
三
年
に
墨
書
を
書
入
れ
た
「
順
教」
な
る
人
物
が
未
詳
で
あ
る

が 、
萩
市
立
図
書
館
の
寄
贈
書
が
明
倫
館
版
を
始
め
地
元
の
蔵
書
家
の
も
の
か

ら
成
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば 、
萩
の
土
地
の
人
で
あ
ろ
う 。
⑧
も
地
元
の
山
根
信

太
郎
氏
の
寄
贈
本
で
あ
る 。

⑨
に
は
「
清
音
堂
波
多
性
蔵」
の
墨
書 、
⑩
に
は
「
備
前
佐
伯
荘
光
現
寺
什

物」
の
墨
書
が
あ
り 、
後
者
か
ら
は
岡
山
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る 。

こ
の
よ
う
に 、
中
園
地
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
で 、
そ
の
土
地
人
が
角
筆
で

書
入
れ
た
と
見
ら
れ
る
文
献
の
中
に 、
オ
段
助
長立自
に
対
し
て
ウ
段
長
音
を
表

す
仮
名
で
表
記
し
た
例
が
認
め
ら
れ
る 。
類
音
の
漢
字
で
注
音
し
た
例
に
よ
れ

ば 、
実
際
に
ウ
段
の
長
音
に
発
音
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る 。
但
し 、
そ
の
発

音
が
オ
段
助
長
音
の
総
て
に
百一
っ
て
い
た
の
か 、
特
定
の
漢
字(
又
は
語)
に
つ

い
て
で
あ
っ
た
の
か
は 、
資
料
の
用
例
が
少
な
か
っ
た
り 、
精
査
が
出
来
て
い

な
か
っ
た
り
す
る
た
め
に 、
現
段
階
で
は
明
ら
か
に
し
得
な
い 。

中
園
地
方
以
外
で
は 、
三
重
県
津
市
立
図
書
館
橋
本
文
庫
の
角
筆
文
献
に
こ

の
事
象
が
あ
る 。
山
本
真五口
氏
は
橋
本
文
庫
を
調
査
さ
れ
て 、
十
三
点(
五
十
八

冊)
の
角
筆
文
献
を
発
見
し 、
そ
の
報
告
を
公
表
さ
れ
た 。
そ
の
中
で 、
郷
土
資

料
の
「
親
鴛
聖
人
正
統
伝」
六
冊
[
お]
に
書
入
れ
ら
れ
た
多
量
の
角
筆
仮
名

dnτ

 

等
に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
し
て
い
る 。
こ
の
本
は 、
享
保
二
年
(一
七一
七)

に
津
の一
身
田
に
て
開
板
さ
れ 、
江
戸
中
期
に
津
の
近
辺
で
角
筆
の
加
点
が
行

わ
れ 、
そ
の
ま
ま
こ
の
地
に
伝
わ
っ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
る
と
し
て
い
る 。

こ
の
角
筆
仮
名
に
も 、
オ
段
鈎
長
音
を
ウ
段
長立日
に
発
音
し
た
と
見
ら
れ
る
事

例
が
あ
る 。
同
氏
は
次
の
よ
う
に
例
示
し
て
い
る 。

a 、
「
ヨ
(
ウ
こ
を
「
ユ
(
ウ
ご
と
す
る
例

||
4

例

「
シ
ユ」
(
角}

「
シ
ユ
ジ
ヤ」
(
角)

六
角
精

舎(
②
ロ
オ
2) 、
六
角
精
舎

(
②
ロ
ウ
6) 、

他

「
ン
ユ」
(
角)

所

「
シ
ユ
キ」
(
向)

(
③
凶
オ
6) 、

所
帰

(
④
4
オ
7)

b 、
「
ユ
(
ウ
こ
を
「
ヨ
(
ウ
こ
と
す
る
例

||
7

例

「
ケ
ン
キ
ヨ」
(
角)

「
リ
ン
上」
(
角)

研
究

シ
タ
マ
へ
リ
(
①
凶
オ
8) 、
臨
終

(
②
初
ウ
7

「
リ
ン
ジ
ヨ」
(
角)

「
コ
リ
ヨ」
(
角)

臨
終

引
導
生
極
楽
(
③
1
ウ
4) 、

興
隆

(
③
日
オ
2

「
コ
ン
リ
ヨ」
(
角)

「-ン
ユ
上」
(
角)

建
立

門
ア
リ
(
④
ロ
ウ
8) 、

始
終

(
⑤
日
オ
3

ン
ユ

a
が
オ
段
助
長
音
の
ウ
段
長立回
化
の
例
で
あ
る
が 、
「
精」
は
関
長
音 、
「
所
」

は
オ
段
と
エ
段
の
交
替
例
か 。
長
音
化
し
た
と
す
れ
ば
こ
の
例
と
な
る 。
b
は

上

「
@
ウ」
を
逆
に
「
@
ヨ」
で
表
し
た
も
の
で 、
「
終」
の
類
音
字
に
よ
る
と
発

音
も
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。
a
と
b
と
を
勘
合
す
る
と 、
両
者
は

同
じ
音
で
あ
っ
た
か
紛
ら
わ
し
く

近
い
音
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る 。
角
筆

仮
名
が
オ
段
助
長
音
を
「
@
ヨ」
で
表
し
て 、
「
ウ」
を
表
記
し
な
い
事
象
は 、

鳥
取
県
金
剛
瞳
院
東
光
寺
蔵
檀
記
の
角
筆
仮
名
の
表
記
原
則
に
通
ず
る 。
但
し 、

後
述
の
如
く 、
オ
段
長
音
は
開
合
を
区
別
せ
ず 、
開
長
音
も
合
長
音
も
「
@」

で
表
し
て 、
助
長
音
と
同
じ
く
「
ウ」
を
表
記
し
な
い 。

1 1  



同
じ
く

津
市
立
図
書
館
橋
本
文
庫
蔵
の「
頭
書
三
種
詩」
(
承
応
二
年(一
六
五

「
チ
ウ」
(
角)

一一一)
板
本)
六
冊
[
川]
に
も 、
山
本
真
吾
氏
の

調査
に
よ
る
と 、
「
蝶

」

(
巻
之一
下 、
七
オ
2)
が
あ
る 。
同
じ
箇
所
に 、
角
筆
仮
名
「
チ
ウ」
の
上
か
ら

重
ね
る
よ
う
に
書
い
た
墨
書
で
は
「
チ
ョ
ウ」
と
表
記
規
範
に
従
っ
て
書
い
て

い
る 。次

に 、
東
北
地
方
の
角
筆
文
献
に
目
を
転
ず
る 。
第一
に 、
青
森
県
弘
前
市

立
図
書
館
の
稽
古
館
版
尚
書 上 、

下
(
寛
政
九
年
(一
七
九
七)
板
本)
二
冊
[
捌]

が
あ
る 。
稽
古
館
版
は 、
弘
前
藩
の
藩
校
の
教
科
書
と
し
て
出
版
さ
れ
た
も
の

で
あ
る 。
そ
の
白
文
の
漢
文
に
対
し
て 、
最
初
に
墨
の
仮
名
が
テ
ニ
ヲ
ハ
本
位

に
施
さ
れ 、
次
い
で
角
筆
仮
名
が
書
入
れ
ら
れ
て
漢
字
の
読
み
方
を
示
し 、
そ

の
上
か
ら
第
二
次
墨
書
が
な
ぞ
る
よ
う
に
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
角
筆

仮
名
と
第
二
次
墨
書
に
は 、
東
北
方
言
が
多
く

現
れ
て
い
る 。
そ
の
第
二
次
墨

書
に 、シ

ン
チ
ウ

腎
腸
〔
開〕

チ
チ
ウ

チ
ヨ

稀
好
(「
綜」
の
長立田
化
に
基
づ
く

が
見
ら
れ
る 。
第
二
は 、
仙
台
藩
の
藻
校
の
教
科
書
で
あ
っ
た
仙
台
養
賢
堂
版

の
孟
子
集
註(
架
蔵)
四
冊
[
抗]
が
あ
る 。
そ
の
本
文
に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆

仮
名
等
に
も
東
北
方
言
が
現
れ
て
い
る
か
ら 、
仙
台
藩
ゆ
か
り
の
土
地
人
の
書

入
れ
と
見
ら
れ
る 。
そ
の
角
筆
の
書
入
れ
に 、

「
宮セ
ん」
(
角)

強
戦

〔
開〕
(
巻
十二)

が
認
め
ら
れ
る 。
「
宮」
は
角
筆
に
よ
る
凹
み
が
浅
く

且
つ
草
書
で
あ
る
の
で
読

み
難
い
が 、
「
宮」
に
間
違
い
な
い
と
す
れ
ば 、
オ
段
助
長
音
を
類立自
の
漢
字
で

注立回
し
た
こ
と
に
な
り 、
助
長
音
の
「
強」
を
ウ
段
長
音
に
発
音
し
た
例
と
な

る 。
こ
の
本
に
は
「
星
文
之
郎」
の
墨
書
文
字
が
あ
り 、
そ
の
墨
書
で
仮
名
も

書
入
れ
ら
れ
て
い
る 。
そ
の
墨
書
仮
名
で
は 、
逆
に
ウ
段
長
音
を 、

ち
ゃ
う
の
さ
る
こ
と

材

之
去

(
巻
三)

12  

の
よ
う
に
「
ち
ゃ
う」
と
表
し
て
い
る 。
オ
段
働
長
音
と
同
じ
か
紛
ら
わ
し
く

近
い
音
で
あ
っ
た
こ
と
を
反
映
す
る 。

角
筆
文
献
に
つ
い
て
拾
い
得
た
の
は 、
現
段
階
で
は
右
掲
の
も
の
で
あ
る 。

(
補注3)

他
地
域
の
角
筆
文
献
の
調
査
が
出
来
て
い
な
い
の
で 、
全
国
の
状
況
は
未
詳
で

あ
る
が 、
江
戸
時
代
に 、
中
園
地
方
の
諸
県 、
近
畿
の
三
重
県
津 、
東
北
地
方

の
弘
前
と
仙
台
に
お
い
て 、
こ
の
事
象
の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

一
体 、
こ
の
よ
う
な
転
読
音
は 、
角
筆
文
献
に
は
現
れ
易
い
の
で
あ
る
が 、

角
筆
文
献
だ
け
に
現
れ
毛
筆
文
献
に
絶
対
に
現
れ
な
い
わ
け
で
は
な
い 。
毛
筆

文
献
で
も
規
範
力
の
強
い
文
献
に
は
現
れ
に
く
い
が
規
範
力
が
弱
い
文
献 、
特

に
口
頭
語
を
反
映
し
て
い
る
文
献
に
は
現
れ
て
来
る 。

そ
の
例
と
し
て 、
東
北
地
方
の
南
部
落
百
姓
の
三
浦
命
助
の
獄
中
記
(
第一

冊・
第
二
冊・
第
三
冊
は
安
政
六
年
(一
八
五
八)・
七
年
執
筆、
第
四
冊
は
万
延
二
年

(一
八
六
二
執
筆)
が
あ
る 。
こ
の
文
献
の
用
語
に
つ
い
て
は 、
ズ
l

ズ
l

弁
と

(時)

ガ
行
鼻
濁
音
を
扱
っ
た
川
本
栄一
郎
氏
の
綿
密
な
考
察
が
あ
り 、
オ
段
助
長
音

に
つ
い
て
高
松
政
雄
氏
の
言
及
も
あ
る 。
三
浦
命
助
は 、
南
部
藩
の
百
姓
で
あ

り 、
百
姓一
授
弾
圧
の
犠
牲
と
な
っ
て
投
獄
さ
れ 、
元
治
元
年(一
八
六
四)
に

四
十
五
歳
で
獄
死
し
た 。
八
年
間
の
獄
中
生
活
の
聞
に
安
政
六
年
七
年
と
万
延

二
年
に
獄
中
か
ら 、
残
さ
れ
た
妻
子
に
宛
て
て
「
帳
面」
に
書
い
て
は
送
っ
た 。

そ
の
自
筆
原
本
が
岩
手
県
釜
石
市
の
三
浦
加
禄
氏(
三
浦
命
助
の
後
喬)
に
伝
わ

っ
て
い
る 。
こ
の
「
帳
面」
の
文
章
中
に 、
「
ょ
う
し
ゃ
う
の
子
ど
も
に
し
ら
せ

ん
た
め
に 、
わ
ざ
と
も
ん
ご
ん
を
下
ひ
ん
に 、
わ
か
る
よ
う
に
致
し
候
間」
と



用

語

使

用

の

意

図

も

記

し

て

い

る
。

そ

の

用

語

の

中

に
、

オ

段

助

長

音

を

「

@

ウ
」

で

表

し

た

例

が

次

の

よ

う

に

あ

る
。

と

う

刈叶

あ

ふ

ら
(

燈

明

油
)

ミ
ウ
パ
ン

掛叶

ば

ん
・

明

雰

(

五

例
)

び

割引J
(

乾

蔓

ハ
ン
ミ
ウ

斑
猫

カ
ツ
ジ
ヤ
ウ
テ
イ
チ
ウ

葛

上

亭

長

方言史料 と し て観た 角筆文献

開

合

の

区

別

は

無

く
、

開

長

音

に

も

見

ら

れ

る
。

但

し
、

オ

段

助

長

音

で

も
「

し

ゃ
」

表

記

の

語

は
、

し

ゃ

う

ゆ
・

シ

ヤ

ウ
ユ

(

醤

油
)

シ

ヤ

ウ

ジ

ン

(

精

進
)

ふ

っ

き

は

ん

じ

ゃ

う

(

富

貴

繁

昌)

ょ

う

し

ゃ

う

(

幼

小
)

の

よ

う

に

表

さ

れ
、

又

「

テ

ウ

メ

ン
」

(

帳

商
)

の

語

も
一

貫

し

て

こ

の

表

記

で

あ

る
。

こ

れ

に

は
、

こ

れ

ら

の

語

の

表

記

習

慣

或

い

は

命

助

の

表

記

習

得

の

問

題

が

関

与

し

て

い

る

と

思

わ

れ

る
。

川

本

氏

は
、

こ

の

獄

中

記

に
、

こ

の

地

方

の

口

頭

語

が
、

表

記

上

の

問

題

を

含

み

乍

ら

も
、

端

的

に

現

れ

て

い

る

こ

と

を

指

摘

し

て

い

る
。

き

す

れ

ば
、

オ

段

助

長

音

も

口

頭

語

と

し

て

ウ

段

長

音

に

発

音

さ

れ

て

い

た

と

見

て

良

い

で

あ

ろ

う
。

一

方
、

同

じ

三

浦

命

助

が

釈

明

の

た

め

に

藩

に

上

申

し

た

「

露

顕

状
」

は
、

文

語

体

の

候

文

で

あ

っ

て
、

右

に

述

べ

た

よ

う

な

口

頭

語

の

事

象

は

見

ら

れ

な

い
。

獄

中

記

が

「

わ

ざ

と

も

ん

ど

ん

を

下

ひ

ん

に
、

わ

か

る

よ

う

に
」

意

図

し

た

結

果
、

毛

筆

文

献

で

は

あ

っ

て

も
、

当

時

の

口

頭

語

が

端

的

に

現

れ

た

わ

け

で

あ

る
。

そ

の

結

果
、

江

戸

時

代

後

期

に

盛

岡

に

お

い

て

も
、

口

頭

語

と

し

て

こ

の

発

音

の

行

わ

れ

て

い

た

こ

と

が

知

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

オ

段

助

長

音

を

「

@

ウ
」

で

表

す

例

は
、

平

安

時

代

の

院

政

期

か

ら

江

戸

時

代

ま

で

の

毛

筆

文

献

に

も

現

れ

て

い

て
、

既

に

諸

先

学

に

よ

る

優

れ

た

論

考

が

あ

る
。

有

坂

秀

世

博

士

は
、

「

和

名

集
」

に

い

わ

ゆ

る

説

っ

た

言

語

事

象

の

あ

る

こ

と

に

関

連

し

て
、

九

州

肥

後

釈

迦

院

の

僧

秀

繁

が

書

い

た

訓

点

資

料

の

「

倭

漢

朗

詠

集

私

注
」

永

正

五

年
(
一

五

O

八
)

点

を

「

仮

名

遣

及

仮

名

字

体

沿

革

史

料
」

か

ら

指

摘

さ

れ

た
。

こ

の

『

仮

名

遣

及

仮

名

字

体

沿

革

史

料
』

の

第

四

十

七

面

の

「

字

音
」

欄

に

摘

記

さ

れ

た

例

を

整

理

し

て

示

す

と
、

次

の

よ

う

で

あ

る
。

サ
ウ
γ
ウ

仰
繁
松

チ
ウ
キ
ヤ
ウ

濃
香

(ロ)
詔主

黄3
+荷主|

綴;
乱

表;1

裏リ

驚与

ジ
ウ認

光
朝3

刊

は

字

音

仮

名

遣

で

「

@
ヨ

ウ
」

と

な

る

音

に

基

づ

く

も

の
、

同

は

字

音

仮

名

遣

で

「

@

ウ
」

と

な

る

音

に

基

づ

く

も

の

で
、

共

に

オ

段

助

長

音

の

合

音

と

な

る

音

で

あ

る
。

こ

の

文

献

の

例

は
、

ロ

ド

リ

ゲ

ス

日

本

大

文

典

の

「

卑

語
」

|

|

「 .

下 h

(
同一

言
。)

の

地

方

全

般

に

関

す

る

附

記
」

の

記

事

内

容

に

合

い
、

ロ

ド

リ

グ

ス

日

本

大

文

典

が

桃

山

時

代

で

あ

る

の

に

対

し

て
、

そ

れ

よ

り

湖

る
室

町

時

代

に

も
、

当

該

事

象

が

熊

本

に

お

い

て

行

わ

れ

て

い

た

こ

と

を

示

し

て

い

る
。

現

代

の

九

州

方

言

の

事

象

が

文

献

で

も
、

一

部

の

地

域

の

例

で

は

あ

る

が
、

(
初)

室

町

時

代

ま

で

辿

ら

れ

る

こ

と

に

な

る
。

阿

蘇

家

文

書

に

よ

れ

ば
、

鎌

倉

時

代

書

写

の

「

健

軍

社

文

書

預

ケ

状
」

に
、

(
健軍
宮口)

(
施行)
(
弘
安)

た

け

み

や

の

御

し

き

う

こ

う

あ

ん

二

年

二

月

廿

九

日

と
、

「

施

行
」

を

「

し

き

う
」

と

表

し

た

例

が

あ

る
。

こ

の

翻

字

に

間

違

い

が

な

く

「

や
」

の

誤

脱

が

な

い

と

す

れ

ば
、

漢

音

と

呉

音

を
一

語

の

発

音

に

雑

繰

し

(幻)

た

例

は

鎌

倉

時

代

に

例

が

あ

る

の

で
、

鎌

倉

時

代

に

減

る

こ

と

に

な

る

が
、

開

長

音

で

あ

り
、

同

じ

文

書

中

に

「

ゑ

ん

き

ゃ

う
」

(

延

慶
)

の

表

記

例

が

あ

る

の

で

問

題

が

残

る
。

13 



舌
川
泰
雄
氏
は 、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
百一
り 、
諸
文
献
の
事
例
を
極

め
て
豊
富
に
掲
げ
ら
れ
た 。
京
都
と
そ
の
近
郊
の
文
献
を
始
め 、
地
方
語
に
係

る
文
献
の
例
も
挙
げ
ら
れ
て
い
る 。
特
に
「
方
言
史」
と
い
う
視
点
か
ら
述
べ

て
は
い
な
い
が 、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
各
地
の
方
言
記
録
か
ら
の
例
が
あ
る 。

「
仙
台
方
言
伊
呂
波
寄」
「
新
編
常
陸
国
誌
方
言
部」 、
上
州
方
言
を
記
し
た
か
と

さ
れ
る
「
登
古
路
言
葉」 、
山
陰
道
の
は
「
丹
波
通
辞」 、
九
州
で
は
「
菊
池
俗

言
考」
か
ら
挙
例
し
て
い
る 。
又 、
古
文
書
で
は 、
豊
臣
秀
吉
の
「
太
閤
書
信」

の
「
き
う」(
今
日
)
を
始
め 、
信
濃
の
仁
古
田
村
明
細
帳
(
宝
永
三
年) 、
近
江

の
阿
部
文
書(
永
正
十
二
年) 、
伊
勢
松
崎
下
宮
社
文
書(
天
文
八
年) 、
九
州
の
阿

蘇
文
書
(
文
明
十
五
年)
か
ら
挙
例
し
て
い
る 。

新
潟
県
と
そ
の
近
隣
に
つ
い
て
は 、
二
氏
の
文
献
に
よ
る
論
考
が
あ
る 。
山

田
忠
雄
氏
は 、
富
山
県
境
の
山
村 、
下
山
有
峯
村
に
伝
わ
っ
た 、
慶
長
七
年(一

六
O
二)
の
写
本「
法
明
童
子」
を
紹
介
さ
れ
た
中
で 、
こ
の
事
象
の
あ
る
こ
と

に
言
及
さ
れ
た 。
又 、
迫
野
度
徳
氏は 、
上
杉
文
書
な
ど
越
後
地
方
の
中
世
末

期
の
古
文
書
に
現
れ
た
こ
の
事
象
を
綿
密
に
考
証
さ
れ
て 、
現
代
の
新
潟
方
言

(制)

と
の
係
り
に
触
れ
て
い
る 。

当
該
事
象
に
つ
い
て
は 、
他
に
福
島
邦
道
氏
が 、
そ
れ
ま
で
の
説
を
概
観
し

て
考
察
を
進
め
ら
れ 、
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
高
松
政
雄
氏
は 、
こ
れ
が
単
な

る
表
記
上
の
こ
と
で
な
く 、
そ
の
音
声
を
担
っ
て
い
た
と
し
て 、
国
語
音
声
史

上
へ
の
位
置
付
け
を
説
か
れ 、
「
私
的
な 、
或
い
は
地
方
色
を
帯
び
る
よ
う
な
も

の
に
多
い」
と
さ
れ
乍
ら
も 、
中
央
の
文
献
に
も
あ
る
こ
と
か
ら 、「
一
般
論
と

し
て
簡
単
に
割
り

切
れ
な
い」
と
慎
重
に
対
処
さ
れ
た 。

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
の 、
先
学
の
挙
げ
ら
れ
た
諸
文
献
の
例
に
つ

い
て 、
文
献
批
判
や
逐一
の
検
証
が
私
に
は
出
来
て
い
な
い 。
九
州
並
び
に
新

潟
県
近
隣
以
外
の
地
方
に
お
い
て 、
当
該
事
象
が 、
音
声
を
反
映
し
た
も
の
か 、

表
記
習
慣
上
の
問
題
と
如
何
に
係
る
の
か 、
江
戸
時
代
に
降
る
と
い
わ
ゆ
る
名

目
よ
み
と
し
て
特
定
語
に
残
る
よ
う
な
語
レ
ベ
ル
の
問
題
も
含
ま
れ
る
の
か 、

そ
れ
ら
が 、
地
方
毎
に
時
の
推
移
と
共
に
如
何
な
る
様
相
で
あ
っ
た
か
を
検
討

す
る
に
は 、
現
段
階
で
は
資
料
不
足
で
あ
る 。
た
だ 、
元
亀
二
年
ご
五
七
二

師
岡
書
写
の
運
歩
色
葉
集
に
当
該
事
象
が
登
載
語
に
ま
で
多
く
見
ら
れ 、
所
持

者
等
円
が
「
関
東
口 ニ

テ
仮
名
違
候」
と
し
て
こ
の
事
象
に
つ
い
て
注
記
し
て
い

14 

る
所
に
よ
れ
ば 、
関
東
方
言
の
確
証
は
な
い
も
の
の 、
九
州・
越
後
以
外
の
地

に
お
い
て
も 、
当
時
こ
の
発
音
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
さ
せ
る 。更
に 、

天
文
八
年
の
伊
勢
松
崎
下
宮
社
文
書
に
現
れ
た
例
を 、
橋
本
文
庫
蔵
「
親
鴛
聖

人
正
統
伝」
の
角
筆
仮
名
に
見
ら
れ
た
所
に
併
せ
考
え
る
と 、
室
町
時
代
か
ら

江
戸
中
期
に 、
三
重
の
地
方
で
当
該
の
発
音
が
行
わ
れ
た
と
考
え
て
も
良
さ
そ

う
で
あ
る 。
又 、
寛
正
四
年
二
四
六
三)
十一
月
の
備
中
国
新
見
荘
地
頭
方
政

所
屋
見
捜
物
注
文
案(
東
寺
百
合
文
書)
は 、
焼
き
払
わ
れ
た
地
頭
方
政
所
に
あ

っ
た
品
々
を
記
し
た
も
の
で
あ
り 、
そ
の
中
に「
庭
訓
往
来一
さ
つ」
「
字
尽
三

さ
つ」
と
共
に 、
「
式
条
本

叶叶
し
く
ろ
し
(
調
紙
黒
紙
こ
と
あ
る
(
第
九
回
東

寺
百
合
文
書
展
図
録 、
平
成
四
年
七
月) 。
こ
れ
を
金
光
図
書
館
蔵
の
元
禄
三
年
板

古
文
真
宝
後
集
の
「
粛
傑
シ
フ

戸\」
(
前
掲
⑨) 、
江
戸
時
代
板
五
経
の
「
蒼

ンプ蝿
」
(
前
掲
⑬)
と
併
せ
考
え
る
と 、
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に 、
岡
山
県
の

地
方
で
も
当
該
の
発
音
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る 。
加
え
て 、
江
戸
時
代

の
全
国
各
地
の
方
言
記
録
に
記
さ
れ
た
所
に
よ
れ
ば 、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
言
で
実

際
に
こ
の
発
音
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
窺
わ
し
め
る 。
江
戸
時
代
の
角
筆
文
献
の 、

特
に
類
音
の
漢
字
で
「
貞
享」
を
「
貞
求」
と
表
し 、
「
蝶」
に
「
中」
と
注
音

し
た
の
も 、
そ
の
発
音
の
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る 。

院
政・
鎌
倉
時
代
の
文
献
か
ら 、
当
該
事
象
の
例
を
求
め
る
こ
と
は 、
現
存



方言史料 と し て観た 角筆文献

文
献
の
質
や
残
存
量
の
制
約か
ら
困
難
が
多い 。
し
か
し 、
角
筆
文
献
や
口
頭

語
を
反
映
さ
せ
た
毛
筆
文
献
な
ど 、
規
範か
ら
外
れ
た
文
献
を
探
索
す
る
こ
と

に
よっ
て
例
を
拾
う
こ
と
が
出
来
る 。

神
田
喜一
郎
博
士
旧
蔵
長
恨
歌一
巻
は 、
奥
書に
よ
り

正
安
二
年
二
三
O

O)
に
尋
親
が
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る 。
そ
の
本
文
の
漢
字の
読
み

を
示
す
の
に 、
角
筆
仮
名
が
施さ
れ
て
い
る 。
角
筆
仮
名
は
平
仮
名
を
用い 、

本
文
書
写
と
同
期
の
書
入
れ
と
見
ら
れ
る 。
そ
れ
に
よ
る
と 、
「
漁
陽」
の
右
傍

に
角
筆
仮
名
で
「
き
う
よ
う」
と
あ
る(拙
著「角
筆文
献の
国
語学
的
研
究』
影

ギ
ヨ

(
初)

印
資料
篇一一一
O
頁
写真
参
照) 。
角
筆
仮
名
の「
き
う」
は 、
「
漁」
が
長
音
化

し
た
上
で 、
ウ
段
長立臼
に
発
音
さ
れ
たこ
と
を一訴
す
表
記
と
見
ら
れ
る 。
尚 、

トふ・つ
「
陽」
は
開
合
が
乱
れ
て
い
る 。

建
治
元
年
(一
二
七五)
書
写
の
名
語
記
の
「
溝 ヲ
チ
ウ

ト
コ
へ
ヨ ナト
イへ

ル
チ
ウ
知
何
コ
レ ハ
超 ノ
字 /
音 ヲ
テ
ウ

ト
イへ
ル

ヲ
チ
ウ

ト
イヒ
ナ

セ
ル
也」
(
巻一二)
に
つ
い
て
は 、
先
学
が
指
摘
し
た
所
で
あ
る
が 、
古
文
書に

も 、
白
河
本
東
寺
文
書一
の「
定
範
用
途
借
文」
正
中二
年(一
三二
五)
十二

(
社

領)

月二
十二
日
に 、
「
日
音の
し
や
り
う
た
るへ
き
物
な
り」(鎌
倉
遺文二
九二
九

四)
が
持り 、
勾

寺
百
合
文
書ヨ 、
上
桂
庄
相
伝
文
書
案
の「
大
納
言一房
譲
状
案」

に 、
「
ち
う
き
う
四
ね
ん
正
月
十
日
在
判」
と
あ
る 。
平
安
遺
文
六
O
三
で
は 、

長
久
四
年
(一
O四三)
の
箇
所
に
配
置さ
れ
た
文
書
で
あ
る 。
こ
の
文
書
は 、

鎌
倉
時
代
後
期
に
お
け
る 、
山
城
国
上
桂
圧
を
め
ぐ
る
荘
園
争い
で 、
東
寺
と

対
決
し
た「
源
氏
女」
の
執
筆に
係
り 、
東
寺
観
智
院
の
果
宝(
二ニ
O六
六

一一)
が
整
理
し
た
も
の
で
あ
る 。
原
本
の
写
真
に
よ
る
に 、
「
ち
う
き
う」
は
こ

の
読
み
に
間
違い
な
い 。
源
氏
女
が
長
久
四
年の
古
文
書
を
引
用
し
写
す
に
当

り 、
「
や」
を
誤
脱
し
た
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が 、
長
久
の
頃
に
は
年
号

を
漢
字
表
記
す
る
の
が
普
通
で
あっ
た
か
ら 、
親
文
書
の
「
長
久」
を
源
氏
女

が
転
写
す
る
に
当
り 、

仮
名
に
変
え
て
「
ち
う
き
う」
と
書い
た
可
能
性
が
大

きい 。
と
す
れ
ば
当
該
事
象
の
例
と
な
る 。
源
氏
女
は
長
田
対
馬
摘人

頼
清
の

息
女
で
あ
り 、
上
桂
庄
を
嘉
元
三
年(
二二
O五)
に
譲
得
し
て
い
る
か
ら 、
近

(幻)

在
の
者で
あ
る 。
た
だ
「
長」
が
開
長
音
で
あ
る
所
に
問
題
が
残
る 。

右は

鎌
倉
時
代
の
例
で
あ
る
が 、
院
政
時
代に
湖
る
と
更
に
拾い
難
く
な
る

もhvの 、
チウヘ
イ

例
が
見
ら
れ
る 。
文
治二
年(
二
八
六)
書
写
の
和
泉
往
来に 、
「
身 、
彫
弊

タ
リ也」(凶

行)
と 、
粛
韻
の「
彫」
に
「
チ
ウ」)の
仮
名
を
施
し
た
例
の
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
は 、
福
島
邦
道
氏
の
指
摘が
あ
る 。
更
に
朔っ
て 、
院
政
初
期
書

写
の
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記に
次
の二
例
が
拾わ
れ
た 。

タ
ン

ノ
イ
タ
リ

へ

シ
ウ

歎
念
之
至
不ν
可ニ
勝
言-
知
行 。
「シ
ウ」
は
第二
種仮名

ニ
ス

セ
シ
メ

チゥ

ー

更
不ν
令
ニ
庁
座-
A矢(

加行。
「チ
ウ」
は
第三
種
仮名 。
右傍「
坐」)

仮
名
に
は
第一
種
か
ら
第三
種
ま
で
が
認
め
ら
れ
る
が 、
同一
人
の
手
と
見ら

サ
ウ

分

i

れ
る 。
楊
守
敬
旧
蔵
本で
は 、
助
音
を
表
す
に
は「
生
|分」

(断
行 。
第二
種

ソ
ウ

仮名) 、
「
承
|

引」(加
行 。
第二
種
仮名)
の
よ
うに 、
直
音
表
記
か 、
類
音の

漢
字
表
記
か
を
原
則
と
す
る
か
ら 、
「ショ
ウ」
「
チ
ヤ
ウ」
の「ヨ」
「
ヤ」
を

誤
脱
し
た
と
見
る
に
は 、
表
記
の
原
則に
合わ
ない 。
仮
名
通
り
と
す
れ
ば 、

当
該
事
象
の
例
と
な
る 。
「
勝」
の
よ
う
な
蒸
韻
又
は
謹
韻
字が
既
に
オ
段
助
長

音に
発
音
さ
れ
て
い
た
こ
と
は 、
同
じ
蒸
韻
字
を 、「 。
愛(去)

。
民(去)」(
即
行。

キ
イレ
ウ

「ケ
ウ」
は
第二
種仮名) 、
「
季
陵」
(印
行 。
「キ
イレ
ウ」
は
第三
種
仮名 。
「キ

シ
ウ

H1
は
本の
ま
ま)
の
よ
う
に
「
@ウ」
で
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ

る 。
同
韻
の
字
が
「ソ
ウ」
又
は
「
@ウ」
で
表
さ
れ
て
い
る
の
に 、
「
勝
言」

だ
け
「
@ウ」
で
表
し
た
の
は 、
こ
の
語
だ
け
が
ウ
段
長
音
で
あっ
た
の
か 、
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例を持つ文献の全国所在図

16 



で表l

1 文献名の上に付した符号
.江戸時代 V桃山時代
田鎌倉時代 O院政時代

2. 所在地について
一一一→ 特定し得ぬもの

3. 所拠資料の略号
Y一一一古川泰雄「近古国語に於ける長助音「ゅう」と「よ
T.. 一山田忠雄「法明童子」
S一一一迫野�徳「古文書にみた中世末期越後地方の音器

4. 基臣室地図
国立国語研究所「日本言語地図J(280きょう(今日)toda)
(但し、 北海道、 九州・沖縄の一部省略)
地図上の符号は純ri小して左記に示した。

「③ウ」

企室町時代

不縫定なもの

オ段鋤長音を〔附図2 ) 

• HYUU 

鼻HYU

Þ HUU 

• KEI 

• KEE 

・KII

• KII 

I KONNICI 

- 無回答
no response 

- KYOO 

・KYO

� KIYO 

• K(kç)YOO 

• CYOO 

• CYO 
.，. KYOO(コ:)
v KYO(コ〕
� CYOO(コ:)
。KYUU

。KYU

.. KUU 

• CYUU 

・CUU
‘SYUU 
‘SUU 

方言史料 と し て観た 角筆文献

、\、

. _____ /.. ・2
韮 翌 \jぜ〆、\ 全 器 - ÿ-;;; 百 \
T 芳
成 '

血

i委ijE
t英後
邸i釈rò.
詠迦
J，I!院
私住
注僧

認ι 舎五 写ュ年

d、、
LJ- Ef、

。
\

ar‘'
S

 

HZh
z

 

Jd
jr

 

h問、

.、

17 



他
も
そ
う
で
あっ
た
が
表
記
は
こ
の
文
献
の
方
針(
表
記規
範)
に
従っ
た
の

か 、
明
ら
か
に
し
難い 。
楊
守
敬
旧
蔵
本
が 、
同
じ
将
門
記
の
承
徳三
年(一
O

九
九)
書
写
本に
比べ
て
口
頭
語
の
要
素
を
含
み 、
こ
れ
を
露
呈
し
て
い
る
こ
と

(
泊)

シ
ウ

は 、
別に
論
じ
た
所
で
あ
る 。
「
勝
言」
も
そ
の
現
れ
と
す
れ
ば 、
口
頭
語
と
な

チ
ウ

る 。
「
彫
弊」
の
現
れ
た
和
泉
往
来
も 、
高
山
寺
本
古
往
来に
比べ
て
口
頭
語
の

現
れ
が
見
ら
れ
る 。
山
田
忠
雄
氏
の
「
醐
計

官
泉
往
来」
複
製
本
解
説に 、

「
本
往
来
の
授
受
が一
部
口
語
的
場
面
に
診
て
行
は
れ
た
事
は
大
略
動
き
難
き

所
と
思
ふ」
と
説か
れ
る
こ
と
も
参
考
と
な
る 。

-ン
内，

楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
の「
勝
言」
は 、
当
該
事
象に
つ
い
て
筆
者の
知
り

得
た 、
文
献
上
の
最
も
古い
例
で
あ
る 。
こ
れ
を
湖っ
て
当
該
事
象
の
例
を
得

る
こ
と
は 、
文
献
上
の
制
約か
ら
も
難
し
い 。
管
見
の
限
り
で
は 、
オ
段
助
長

音
化
し
た
事
例
そ
の
も
の
が
院
政
初
期
を
最
古
と
す
る
か
ら
で
あ
る 。
楊
守
敬

チ
ウ

旧
蔵
本
将
門
記
の
も
う一
例
の「
庁
座」
も 、
「
チ」
が「
テ」
と
異
な
る
字
体

で
あ
り 、

転
写
の
際
の
誤
写
も
考
え
難い
こ
と
か
ら
す
れ
ば 、
当
該
事
象
の
例

と
な
る
が 、
こ
の
方
は 、
オ
段
助
長
音
の
開
音
で
あ
り 、
開
合
の
乱
れ
の
問
題

(
お)

が
絡
む
の
で 、
こ
こ
で
は
指
摘
す
る
に
止
め
る 。
こ
れ
ら
の 、
院
政・
鎌
倉
時

代
の
文
献
の
筆
者は 、
長
恨
歌
が
尋
親 、
名
語
記
が
稲
荷
法
橋
経
尊 、
白
河
本

東
寺
文
書
が
定
範 、
上
桂
庄
相
伝
文
書
案
が
源
氏
女
と
分
る
も
の
の 、
如
何
な

る
土
地
の一言
葉
を
修
得
し
た
か
は
源
氏
女
以
外
は
定か
で
ない 。
院
政
期
の
和

泉
往
来
や
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
の
加
点
者
に
至つ
て
は
名
前
さ
え
分
ら
な

い 。
た
だ
文
献
の
伝
来
等か
ら
勘
案
す
る
と 、
京
都
を
中
心
と
す
る
古
代
文
化

圏
に
係
る
も
の
ら
し
く 、
少
な
く
と
も 、
九
州
や
越
後
と
の
直
接
の
関
連
は
考

え
難い 。

今 、
こ
の
よ
う
な
事
象
例
を
持つ
文
献
を 、
。

地
域
的
な
拡
が
り。
と
い
う
観

点
か
ら 、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域に
置い
て
み
て 、
日
本
全
国
の
地
図に
描い
て
み

た
の
が 、
附
図
2
「
オ
段
助
長
音
を
「
@ウ」
で
表
し
た
用
例
を
持つ
文
献
の

全
国
所
在
図」
で
あ
る 。
こ
れ
に
は
北
海
道
と
沖
縄
と
九
州
の
島
の一
部
と
を

除い
て
あ
る 。
文
献
は 、
時
代
の
違い
を
・V
企
・
o
の
符
号
で
区
別
し 、
そ

れ
ぞ
れ
の
文
献
の
頭に
付
し
た 。
所
在
地
を
特
定
し
得
ぬ
も
の
は
|
↓ 、

不
確

定
な
も
の
は::;
で
示
し
た 。
基
礎
地
図
と
し
て 、
国
立
国
語
研
究
所
編
「
日

本
言
語
地
図」
の
捌
「
きょ
う(
今日)
Z
E
E
の
分
布
図
を
借
用
し
た 。

こ
の
附
図
2
に
よ
る
と 、
当
該
事
象が 、
九
州・
新
潟
以
外
の
地
で
も 、
か

つ
て
口
頭
語
と
し
て
は
行
わ
れ 、
恐
ら
く
全
国
的に
行
わ
れ
て
い
た
ら
しい
こ

と
を
考
え
さ
せ
る 。

さ
す
れ
ば 、
現
代
日
本
語
の
方
言
と
の
関
連
が
問
題
と
なっ
て
来
る 。『
日
本

言
語
地
図』
の「
きょ
う(
今日こ
の
分
布
図に
よ
る
と 、
「
キュ
l」

(宵
】己ロ)

の
よ
う
に
発
音す
る
の
は 、
福
岡
県
を
除
く
九
州
全
域
と 、
沖
縄 、
そ
れ
に
新

潟
県
の一
部で
あ
る 。
こ
の
現
象に
つ
い
て
は 、
既
に
諸
氏
に
よ
る
論
考
が
あ

(
お)り 、

多
く
の
方
々
の
指
摘 、
考
察が
あ
る 。
若
し
文
献
の
諸
例
が
か
つ
て
全
国

的に
口
頭
誇
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
の
反
映
で
あ
る
と
す
る
な
ら 、
現
代

語
で
は
方
言
と
し
て
こ
れ
ら
の
地
に
残っ
た
とい
う
こ
と
に
な
る 。
そ
れ
な
ら 、

何
故
に
大
部
分
の
地
方
で
消
失
し 、
九
州
と
新
潟
県
の一
部に
残っ
た
の
か 、

そ
の
理
由
が
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ない 。

こ
れ
を
解
く
こ
と
は
筆
者に
は
甚
だ
難
しい 。
敢
え
て一
つ
の
解
釈
を
し
て

み
る
こ
と
に
す
る 。
そ
れ
は
「
オ
段
長
音の
開
合
の
区
別」
と
の
係
り
か
ら
み

る
こ
と
で
あ
る 。
即
ち 、
第一
に 、
現
代
語
の
方
言
で
当
該
事
象
の
残っ
て
い

る
九
州
と
新
潟
県
の一
部
と
に
は 、
オ
段
長
音の
開
音と
合
音と
の
区
別
が
認

め
ら
れ
る 。
国
語
史か
ら
見
れ
ば 、
開
合
の
別が
残
存
し
て
い
る 。
第二
に 、

文
献
資
料か
ら
見る
に 、
オ
段
合
助
長
音
を
「
@ウ」
で
表
す
の
に 、
中
央
の
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文
献
で
は
十
七
世
紀
中
葉(
江
戸
初期)
を
境
と
し
て
終
息に
向
う
と
さ
れ
る
時

期
が 、
オ
段
長
音が
開
合
の
別
を
失
う
時
期
と
ほ
ぼ
重
なっ
て
い
る
こ
と
で
あ

ヲ令 。

方言史料 と し て観た 角筆文献

一
体 、
オ
段
長
音の
開
音と
合
音と
の
区
別
は 、
説か
れ
る
よ
う
に 、
口
の

聞
き(
唇の
丸
めの
説も
ある)
の
中
く
らい
の
母
音の二
つ
の
差
に
あ
る 。
こ

の
差
は 、
字
音
学
習
の
場に
お
い
て
知
識
と
し
て
区
別さ
れ
た
り 、
ポ
ル
ト
ガ

ル
宣
教
師
の
よ
う
な
外
国
語
の
中
で
生
来
区
別
出
来
た
り 、
謡
曲
の
発
音
を
習

得
す
る
場
で
意
図
的に
区
別
し
た
り
す
る
よ
う
な 、
知
識
音と
し
て
は
可
能
で

あ
り 、
そ
れ
が
表
記
規
範
と
なっ
て
い
た 。
し
か
し 、
音
声
上
の
知
識に
疎い

者に
とっ
て
は 、
二
つ
の
音は
混
乱
す
る
危
機
を
持っ
て
い
た
で
あ
ろ
う 。
日

常
の
口
頭
語
と
し
て 、
こ
の
二
つ
の
音
を
区
別
す
る
為に
は 、
特に
助
長
音で

は
唇
音が
加
わ
る
た
め
に 、
開立国に
対
し
て
合
音の
方
を 、
ぷ唇
を
す
ぽ
め 、
突

き
出
し
の
顕
著
な
発
音。
と
し
て 、
ウ
段
長立自に
近
く
実
現
す
る
方
が 、
口
頭

語
の
音
韻
体
系
内
の
音の
範
囲
で
処
理
出
来
る
こ
と
に
な
る 。
恐
ら
く
オ
段
長

音が
生
じ 、
開
合
の
区
別
を
意
識
し
た
時
期
に
は 、
オ
段
合
助
長
音
を
ウ
段
長

音
に
発
音
す
る
こ
と
が 、
規
範
力
の
弱い
口
頭
語
の
場
で
は
取
ら
れ
易
く 、
そ

れ
が
か
つ
て
全
国
的
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か 。

オ
段
長
音に
お
け
る
開
合
の
区
別
が
無
く
な
れ
ば 、
オ
段
助
長
音に
お
い
て

合
音
を
ウ
段
長
音に
発
音
し
て
開
音と
区
別
す
る
必
要
も
無
く
な
る 。
中
央
文

献
に
お
い
て 、
オ
段
助
長
音
を
「
@ウ」
で
表
す
例
の
無
く
な
る
の
が 、
オ
段

長
音の
開
合
の
別
の
無
く
な
る
の
と
時
期
の
重
な
る
の
は
当
然
と
い
え
よ
う 。

但
し 、
地
方
に
よっ
て
は 、
遅
速
が
あ
り 、
九
州
や
新
潟
県
の一
部
で
は
現
代

語
に
ま
で
残っ
た
が 、
そ
の
他
の
地
方
は
次
第に
消
失
し
て
行っ
た 。
江
戸
時

代
の
諸
地
方
か
ら
発
掘
し
た
角
筆
文
献
の
事
例
は 、
そ
の
過
渡
的
な
状
況
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う 。

こ
の
解
釈
は一
つ
の
考
え
方
で
あ
り 、
残
さ
れ
た
問
題
も
あ
る 。
別
の
解
釈

も
成
り
立つ
で
あ
ろ
う 。
い
ず
れ
に
し
て
も 、
各
地
に
眠っ
て
い
る
角
筆
文
献

を
更
に
多
く

発
掘
し
て 、
そ
の
事
例に
基
づ
い
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る 。

四、

オ
段
合
長
音
の
短
音
化

鳥
取
県
の
金
剛
憧
院
東
光
寺
蔵
檀
記に
書
入
れ
ら
れ
た
角
筆
仮
名
で
は 、
オ

段
長
音に
つ
い
て
開
音が「
⑦ウ」
と
表
記
さ
れ
る
の
に
対
し
て 、
合
音は「
②」

と
表
さ
れ
「
ウ」
を
表
記
し
ない 、
と
い
う
原
則
が
認め
ら
れ
た 。
こ
の
オ
段

合
長立日に
は
「
ウ」
を
表
記
し
ない
の
が 、
単
な
る
表
記
の
問
題に
過
ぎ
ず
発

音は
長
音で
あっ
た
が
「
ウ」
を
省
記
し
た
だ
げ
の
こ
と
か 、
そ
う
で
は
な
く

発
音
を
反
映し
て
短
呼
さ
れ
た
の
か 、
当
時
の
発
音
を
実
際に
耳で
聞
く
こ
と

が
出
来
ない
の
で 、
明
ら
か
に
し
難い 。
た
だ 、
享
保
十二
年
ご
七二
七)
刊

の
音
曲
玉
測
集
の「
引
字
重
な
る
事」
の
条に 、
「ス
ポ
ム
字
をつ
め
て 、
開
ク

字
を
伸
る」
と
し
て 、

カ
ウ
ロ
ウ

高
楼

||
上
を
延
て
下
を
短
く

ノ
ウ
コ
ウ
シ
ヤ
ウ

士
農
工
商

||
下一
つ
延
る

な
ど
を
挙
げ
て
い
る
事に
よ
る
と 、
開
長
音
を「
延
る」
と
し 、
合
長
音は「
短

く」
「つ
め
る」
と
し
て 、
発
音
上
区
別
さ
れ
た
こ
と
が
分
る 。
こ
れ
は「
引
字

重
な
る」
場
合
の
こ
と
で
あ
り 、

徳
記
の
角
筆
仮
名
は
鳥
取
県で
地
域
が
異
な

る
上
に 、
助
長
音の
開
合
を
区
別
し
ない
と
い
う
相
違
が
あ
る
の
で 、
一
概に

同一
視
す
る
こ
と
は
出
来
ない
が 、
角
筆
仮
名
が
関
長
音
を「
②ウ」
で
表
し 、

合
長
音
を「
@」
で
表
し
て
区
別
し
て
い
る
の
は 、
発
音
上 、
長
音
を「
延
る」

か
「つ
め
て
短
く」
す
る
か
に
よっ
て
差
が
あっ
た
こ
と
を
反
映し
て
い
る
可
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能
性
が
あ
る 。

同
様
の
事
象
が 、
熊
本
市
か
ら
見
出
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
も
見
ら
れ
る 。

「
一耕一
書
経再刻後藤点」
天 、
地(
江戸
後期
板本)一一
冊
[
側]
で
あ
る 。
こ
の

角
筆
文
献
は
熊
本
県
出
身
の
井
上
博
文
氏
が
熊
本
市
内
の
古
書
庖
か
ら
入
手
し

(?)

 

た
も
の
で
あ
る 。
地
冊
の
十
八
丁
表
上
欄に 、
角
筆
で「
守
嶋三
議
」
「
次
弟

知
衛」
「
九
月」
の
書
入
れ
が
あ
り 、
こ
の
同
筆
で
角
筆
仮
名
を
本
文
の
漢
字

に
施
し
て
い
る 。
「
守
嶋」
な
る
人
物
が
未
詳
で
あ
る
の
で 、
熊
本
と
の
係
り
は

確
定
し
難い
が 、
伝
来
か
ら
見
れ
ば
熊
本
に
係
る
も
の
の
可
能
性
が
あ
り 、
角

(
叩却)

筆
仮
名
の
示
す
言
語
事
象に
も
関
連
が
認
め
ら
れ
る 。
オ
段
長
音の
例
を
見る

と 、
先
ず
助
長
音は
総
て「
@ヨ」
で
表
さ
れ
て
い
て 、
「
ウ」
を
表
記
し
な
い 。

「キヨ」(角)

「キヨイン」(角)

川円
淫
臥

恭
寅

「ギンシヨ」(角)

属
訟

(
地・
二
オ
8)

(
天・
一
ウ
9)

「チヨ」(角)

徴

庸
(
天・
五
オ
6

「チヨ」(角)

峰
家

「キヨコ」(角)

帥
矯
度

十
三
ウ
4)

(
天・
十
四
オ
3)

「シヨコ」(角)

升
降

「チヨ」(角)

庶
徴

(
地・
三
十
オ
5)

(
地・
四
十
六
ウ
2

(
地・
八
オ
8主リy

3 

角

地・
四
十
九
ウ
l)

(「
コ」
は
本
の
ま
ま

「γヨ」(角)

安

和
(
地・
四
十
四
ウ
8

四
オ
2

「ヒヨ」(角)

表

臣
(
地・
二
十
九
オ
1

ウ
9 

地・
四

「ナヨ」(角)

離

玉
(
地・
四
十

「ピヨ」(角}

砂

砂
(
地・
四
十
四

「キヨ」(角)

判
震
驚

(
地・
九
ウ
7) (

天・
五
オ
3)

「キヨ」(角)

狂

「エ
イキヨ」(角)

影
響

(
地・
三
十
六
ウ
2

ウ
6 

尚
書
(
上
欄
「
シ
ヨ」
(角)
)
(
天・一
オ
l

八
オ
3、
八
オ
8

二
十一
オ
4)

「コヲンヨ」(角)

厚
賞

(
地・
三
ウ
5)

「シヨ」(角)

賞

罰
(
地・
四
十
五
ウ
3

十
八
ウ
6)
(「
ケ
ン」
は
本
の
ま
ま

「キヨチヨ」(品門)

桓
凶己

(
地・
五
十
三
オ
3)

「キンヨ」(角}

「
ジ
ウ」
の
音〕
徽
柔

「ヶチヨ」(角)

桓
樫

「キユ
リヨ」(角)

襖
糧

(
地・
三
十
ウ
9) (

天・
五
ウ
6)

「キヨ」(角}

彊
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「キヨ」(角)

享

(
地・
三
十
七

「シヨ」(角)

昌

言
(
天

「トクンヨ」{角}

賓
傷

地

「ヶンテヨ」(角)

腎
腸

(
天・
二

(
地・
二
十
七
ウ
l)

(
地・
五
十
三
ウ
5)

鳥
取
県
の
穆
記
の
角
筆
仮
名
が 、
オ
段
助
長
音
を
「
@ヨ」
で
表
し
た
の
に
通

ず
る 。
彼
本
に
は一
例
の
例
外
が
あっ
た
が 、
こ
れ
に
は一
例
の
例
外
も
ない 。

ジウ

開
合
の
区
別
の
無い
点
も
同
じ
で
あ
る 。
「
柔」
の
音
を「シ
ヨ」
と
表
し
た一

例
の
存
す
る
点
も
通
ず
る 。
但
し 、
そ
の
実
相
音
(
音
価)
が 、
仮
名
の
示
す

シヨ

通
り
オ
段
音で
あっ
た
か
ど
う
か
は
分
ら
ない 。「
柔」
の
例か
ら
考
え
ら
れ
る

よ
う
に 、
ウ
段
長
音の
短
呼に
近い
音で
あっ
た
可
能
性
も
あ
る 。

オ
段
助
長
音が
「
ウ」
を
表
記
し
ない
の
に
対
し
て 、
オ
段
関
長
音は
「
オ

段
音+
ヲ」
(
以
下「
@ヲ」
で
示す)
で
表
し
て 、
顕
著
な
対
立
を
見
せ
て
い
る 。

「ンノヲ」(角)

「コヲジツ」(角)

道
奥

庚
成

(
天・
序一
オ
5)

(
地・
五
オ
4 、

地・
二
十



三
オ
4)

「
コ
ヲ」
(
角)

庚

王
(
地・
四
十
五
オ
5

「
コ
ヲ」
(
角)

庚

午
(
地・
四
十

六
オ
5

(
地・
五
十
三
ウ
3)

「
コ
ヲ
イ
ン」
(
角)

甲

寅

「
コ
ヲ
7
イ」
(
角)

荒

怠
「
コ
ヲ」
(
角)

乗
黄

両、晶「
1豆 、/

ヲ

角

「
コ
ヲ」
(
角)

司
冠

「
コ
ヲ
カ
ク」
(
角)

降
格

(
地・
二
十
三
ウ
5)

(
地・
三
オ
6)

(
地・
四
十
五
オ
7)

(
地・
五
十一
オ
2)

「
ト
ヲ」
(
角)

陶

丘
(
天・
十
四
ウ
6

「
ヲ
よ
(
角)

往

来
(
地・
二
干
三
オ
6

(
地・
八
ウ
7 、

地・
四
十
オ
4

「
コ
ヲ」
(
角)

冠

撰

(
地・
四
十
九
ウ
6)

閑ヲ
ヲ

斉 3違

天 E暇
( 角
地

)

十
オ
5 

(
地・
三
十一
オ
1)

「
ゴ
ヲ」
(
品川)

競

(
地・
四
十
八
ウ
6

「
コ
ヲ
ソ
ヲ」
(
角)

者
造

(
地・
三
十
三
ウ
3)

「
ト
ヲ」
(
向)

遁
逃

(
地・
五
ウ
4)

「
ヲ
h

」
(
角)

往

任
(
地・
三
十
八
オ
9

但
し、
合
長
音
の
語
を
も
「
@
ヲ」
で
表
し
た
例
が 、
関
長
音
を
「
②
ヲ」
と

表
し
た
例
よ
り
数
は
少
な
い
が 、
次
の
よ
う
に
あ
る。

「
コ
ヲ
ソ
ヲ」
(
角)

「
コ
ヲ」
(
角)

者
造

弘

壁
(
地・
四
十
四
オ
4)

方言史料 と し て観た 角筆文献

「
ソ
ヲ

測
薮

(
地・
三
十
三
ウ
3)

(
地・
五
ウ
4)

「
ト
ヲ」
(
角)

彫

裳
(
地・
四
十
四
ウ
5

「
ト
ヲ」
(
角)

久、、

(
地・
四
十
八
オ
3

「
ト
ヲ」
(
角)

形

弓
(
地・
五
十
三
オ
3

「
ト
ヲ」
(
角)

大
統

回目「
ホ
ヲ」
(
角)

「
ロ
ヲ」
(
角)

側
匝

(
地・
五
オ
9)

(
地・
四
十
三
ウ
4)

(
天・
二
オ
8)

「
ホ
ヲ」
(
角)

鋒

市川
(
地・
五
十
三
オ
9

「
ポ
ヲ」
(
角)

暴

虐
(
地・
一
オ
7

こ
れ
に
対
し
て 、
「
@」
だ
け
で
表
し、
「
ヲ」
を
付
け
な
い
語
群
が
あ
る。
そ

れ
が 、
オ
段
合
長
音
に
見
ら
れ
る。

「
コ
コ」
(
角)

股
肱

「
サ
イ
ホ」
(
角)

察

蒙
「
ポ」
(
角)

同
宿

「
エ
ン
ヨ」
(
角)

垣
檎

(
天・
三
十一
ウ
7)

(
天・
十
三
オ
9)

(
地・
四
十
四
ウ
5)

(
地・
二
十
二
ウ
2)

「
ヨ」
(
角)

苧

婦
(
地・
一
オ9

但
し、cr 

にヨ

康ヲ 間
二 長角 音

の
至五
回口

を
ー一寸
@ 」ー

(
地・
十
九
オ
4)

「
シ
ヨ
コ」
(
角}

升
降

「
ゴ」
(
角)

旅
熱

「
シ
ン
ソ」
(
角)

新
造

(
地・
四
十
六
ウ
2

(
地・
十一
オ
8)

(
地・
三
十
三
オ
2)

「
ン
ツ
コ」
(
角)

執
拘

「
ポ」
(
角)

文
矛

(
地・
二
十一
ウ
6)

(
地・
五
十
三
オ
9)

「
ホ」
(
角)

冒

疾
(
地・
五
十
四
ウ
3

「
ヨ」
(
角)

要

と
表
し康ヲ ナ，

寧? 嗣
ご も
竺 あ

る

「
コ」
(
角)

努
菱

(
地・
五
十一
ウ
6)

(
地・
二
十
九
オ
3)

(
地・
五
十三
ウ
8)

「
コ」
(
角)

宏

父
(
地・
二
十一
ウ
5

「
ト」

(
角)

成
湯

(
地・
三
十
ウ
6)
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網豆
角

「
ヨ」
(
角)

民
養

(
地・
十
五
ウ
2)

(
天・
二
十五
ウ
8)

「
@」
だ
け
で
表
し
た
例
は 、
偶
々
「
l
ヲ」
の
「
ヲ」
を
省い
た
に
過
ぎ
な
い

と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
が 、
オ
段
助
長
音
が一
例
の
例
外
も
な
く

総
て

「
ヲ」
を
表
記
し
て
い
ない
こ
と
か
ら
見
る
と 、
偶
然
と
は
思
わ
れ
ない 。
鳥
取

県
の
檀
記
の
角
筆
仮
名
が 、
開
合
の
乱
れ
を
反
映し
て
語
と
し
て
の
例
外
は
有

り
乍
ら
も 、
関
長
音
と
合
長
音
と
を
区
別
す
る
原
則
が
認
め
ら
れ
た
の
に
徴
す

る
と 、
こ
れ
も 、
関
長
音
を
「
@ヲ」
で
表
し 、
合
長
音
は
「
@」
と
表
す
原

則
が
あっ
た
と
考
え
ら
れ
る 。
開
合の
乱
れ
を
反
映し
た
例
外
は
あっ
て
も 、

同
じ
語
は
い
ず
れ
か一
方
の
表
記
で
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
窺わ
れ
る 。

開
長
音
と
合
長
音
と
を
区
別
す
る
原
則
が
あっ
た
と
す
れ
ば 、
鳥
取
県
の
槽

記
の
角
筆
仮
名
に
通
ず
る
が 、
関
長
音
を 、
捜
記
が
「
②ウ」
で
表
す
の
に
対

し
て 、
こ
れ
は
「
@ヲ」
で
表
す
点
は
異
なっ
て
い
る 。
し
か
し 、
合
長
音
は

共
に
「
@」
で
あ
る 。
開
長
音が
共
に
長
音
に
「
延」
べ
て
発
音
し
た
の
に
対

し
て 、
合
長
音
は
共
に
「つ
め
て
短
く」

発
音
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る 。

オ
段
長
音
を
短
呼
し
た
と
見
ら
れ
る
例
を
他
の
角
筆
文
献
か
ら
挙
げ
る 。
先

ず 、
中
園
地
方
で
は
次
の
例
が
拾
わ
れ
る 。

①
広
島
県
三
原
市
立
図
書
館
蔵
論
語
集
註(
江
戸
初
期
板
本)
四
冊
〔
出]
楢
崎

正
阻Z 員
巷己 手( 沢角) 本
「
巷」
は
開
音)

「
ホ」
(
角)

分

崩

「
カ
ウ
ヨ
ウ」
{
角)

「
ト
ウ」
(
角)

(
関
長
音は
「
皐
陶

」
「
盗

」
の
よ
う
に
「
ウ」
を
表
記

す
る)

②
山
口
県
萩
市
立
図
書
館
蔵
文
選
剛
註(
承
応コ一
年
二
六
五
四)
板
本)
十
二
冊

葱� 305 

龍旦
角
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「
ト」

(
角)

塵
楊

〔
開〕

「
テ
キ
ト
ウ」
(
角)

(
関
長
音は
「
偶
儀

」
の
よ
う
に
「
ウ」
を
表
記
す
る)

③
山
口
大
学
附
属
図
書
館
蔵
古
文
真
宝
後
集上 、
下(

江
戸
中
期
板
本)
二
冊[
捌]

毛
利
家
伝
来
書(
徳
山 、
毛
利
家
旧
蔵
書
で 、
「
毛
利
就
挙
寄
贈」
「
徳
藩
蔵
書」
印

が
あ
る)

「
ノ」
(
角)

駿

郁
(
巻
上・
三
十
九
オ
2)

播
揺
(
上
欄
「ヨ」(角))
(
巻
上・
十

オ
l 

「
タ」
(
角)

闇

茸
〔
開〕(
巻
上
・

十二
オ
4

「
タ
ウ」
(
角)

(
関
長
音
は
「
唐

」
(
上
欄 、
巻
上・
七
十
三
ウ
1) 、

「
タ
フ
・

シ
キ
モ
ノ」
(
角)

「
ロ
フ」
(
角)

「
煽

」
(
上
欄 、
巻
上・
五
十一
ウ
5) 、
謬

(
上

欄 、
巻
下・
二
十
七
オ
4)
の
よ
う
に
「
ウ
(
フ
こ
を
表
記
す
る)

④
山
口
県
立
山
口
図
書
館
蔵(
防
陽
多
賀
宮
文
庫
旧
蔵
本)

孟
子(
寛
文
十
年(一

六
七
O)
板
本)
四
冊
[
切]

耕
稼
陶
漁
(
上
欄
「
こ
か
と」
(角))
(
巻二・
二
十
三
オ)

次
に 、
三
重
県の
角
筆
文
献
と
し
て 、
津
市
立
図
書
館
橋
本
文
庫
蔵
「
親
鷺

聖
人
正
統
伝」
[
仰]
(
前
述)
の
角
筆
仮
名
で
は 、
山
本
真
吾
氏
の
調
査
に
よ
る

と 、
オ
段
助
長
音が
前
述の
よ
う
に
「
@ヨ」
で
表
さ
れ
て
「
ウ」
を
表
記
し

ない
ば
か
り
で
な
く 、
オ
段
長
音
も
開
合の
区
別
を
総
て
失っ
た
上
に 、
「
@」

で
表
さ
れ
て
「
ウ」
を
表
記
し
ない 。
同
氏
の
教
示
さ
れ
た
例か
ら
示
す 。



「
ヨ
ン」
{
角)

養
子

(
①
十
二
ウ
7

「
コ
イ
ン」
(
角)

聖
光
院

(
②一
ウ
3

十
七
オ
4)

「
ゾ
ア
ン」
(
角)

草
庵

(
⑤一
オ
4)

「
ソ
ズ」
(
角)

僧
都

「
ホ
ヲ
ン」
(
角)

報
恩

(
①
六
オ
7

(
②ニ
オ
3)

十
五
ウ
7)

「
ロ」
(
角)

参
寵

(
②
六
ウ
8)
(
左
傍
に
も
「
ロ」
(
角)
あ
り)

「
ギ
モ」
(
角)

疑
網

(③

「
ソ
ン
ヨ」
(
角)

尊
容

東
北
地
方の
角
筆
文
献
で
は 、
青
森
県
弘
前
市立
図
書
館
蔵 、
稽
古
館
版
尚

書ょ 、
下(

寛政九
年
板本)
二
冊
[
捌]
に 、

三
国司

(
上・
十
七
ウ
4

「
ソ」
(
角)

九
ウ
7)

苧

(
下・一
ウ
1

「
ヨ」
(
角)

が
あ
り 、
仙
台
養
賢
堂
版
孟
子
集
註
四
冊
「
抗]
に
も

「
と」
(
角)

‘
!

動

容(
上
欄「
ト
ヨ」 F
f)

(
巻
十
四・
十
八
オ
8

十
二・
二
オ
4)

「
ホ」
(
角)

有
封

(
巻
十
二・
十
三
ウ
5)

方言史料 と し て観た 角筆文献

「
卜」

(
角)

金
膝

(
下

「
コ」
(
角)

鈎

金
(
巻

「
ソ」
(
角)

羊
秦

十
四・
二
十
オ
3)

な
ど
が
あ
る 。

(
補
注4)

角
筆
文
献に
つ
い
て
知
り

得
た
の
は 、
現
段
階で
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る 。

他
地
域
の
角
筆
文
献
の
調
査
が
出
来
て
い
ない
の
で 、
全
国
の
状
況
は
未
詳で

あ
る
が 、
江
戸
時
代に 、
中
園
地
方
の
鳥
取 、
広
島 、
山
口
の
諸
県 、
九
州
の

熊
本 、
近
畿
の
三
重
県
津 、
東
北
地
方
の
弘
前
と
仙
台に
お
い
て 、
こ
の
事
象

の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。
特に
鳥
取
と
熊
本で
は 、
関
長
音に
対
し
て
合 ④ 

長
音に
見
ら
れ 、
他
地
方で
も
そ
の
事
象
の
窺わ
れ
る
も
の
が
あ
る 。

毛
筆
文
献
で
も 、
規
範か
ら
外
れ
口
頭
語
を
反
映し
て
い
る
文
献に
は 、
オ

段
長
音の
合
音
を
「
ウ」
表
記
し
ない
例
が
認
め
ら
れ
る 。
院
政・
鎌
倉
時
代

の
例
を
挙
げ
る 。

O
楊
守
敬
旧
蔵
本
将
門
記
院
政
初
期
写
本

ソ
ン

ノ

ヲ

奏ニ
身

愁
等一

則
行 。
「
ソ」
は
第
三
種
仮
名

ソ
ス

ム

ホ
ン

ヲ

奏
ニ
謀l
叛
之
由
形
太
政
官

制
行 。
「
ソ
ス」
は
第
二
種
仮
名)

マ
ス、
〉
ナ
ス

倍

為
ホ

ヲ

-
暴
悪-

則
行 。
「
ホ」
は
第
三
種
仮
名

ハ
リ

ホ

ノ
(
オ)
キ
テ
ヲ

'

張
ニ
暴
悪
之
行一

(
初
行 。
「
ホ」
は
第
二
種
仮
名)

ニ
フ
セ
カ
ム
ハ
ン
ト
ヲ

当
禦ニ
坂
東

制
行 。
「
ト」
は
第
二
種
仮
名

巻

O
醍
醜
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
第六
延
慶
元
年(
二ニ
O八)
写
本

当

寮
頭
(
臼
行)

〆
L

チ
ス
ル
カ

リ
ヨ

p

f
z

。
佐ニ(上)
日
治(上濁)
。
寮(上)
中。一平軽)
功。 (平軽)
績。
(
績)

(入軽)

別
行)

ニ
(
へ)
ム
カ
タ
ウ

リ
ヨ
ヲ

為レ
加

湯》(平軽)
療3(平

z

t-

問
行)

此
料3(
平)
之
民
(
弘
行)

，.、

弓t
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ヲ
ト
ン
テ

墜ニ

文
章
博
古

前い平)
|

陀mfT
軽
濁)

ω
行)

「
寮」
「
料」
「
療」
は
粛
韻・
笑
韻
字
で 、
字
音
仮
名
遣
で
は
「
レ
ウ」
と
表
さ

れ
る 。
こ
れ
が
オ
段
助
長
音
と
な
っ
て「
リ
ヨ
ウ」
と
表
さ
れ
る
が 、
そ
の「
ウ」

を
表
記
し
て
い
な
い 。
オ
段
助
長立自
の
場
合
で
あ
る
が
挙
げ
て
お
く 。

こ
れ
ら
は 、
漢
字
に
施
さ
れ
た
訓
点
の
例
で
あ
る
か
ら 、
加
点
の
際
に「
ウ」

を
省
記
し
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が 、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
献
の
加
点
態
ンヨ

度
か
ら
見
て
仮
名
通
り
の
読
み
を
示
し
た
と
考
え
ら
れ
る 。
特
に 、
「
前。 l
縦∞

」
に
つ
い
て
は 、
「
名
目
抄」
に 、

町内
叱
正
膏ハ
ショ
ウ
也然
而シヨハ
名
目
也(
陽
明
文
庫
蔵
甲
本、
十
四
了
ォ。
乙
本

も
同
じ、
但
し
乙
本
に
は
声
点
あ
り)

と
あ
る
の
と
同
義
で
同
事
象
の
語
で
あ
る 。
名
目
抄
に
は
他
に
も 、

民
ム

町
一時一ハ
ショ
ウ
也
而
名
目ハ
シヨ
又
(
同
八
丁
ォ。
乙
本
も
同
じ)

貯ノ
乳内
一川
崎一口
トF
hr
也
依
名
目シ
ヨ
也
文上ニ
(
同
士一
丁
ゥ。
乙
本
も
同
じ)

と
あ
る 。
洞
院
実
照
著
の
名
目
抄
の
成
立
期
は 、
室
町
時
代
に
降
る
が 、
名
目

読
み
と
し
て
固
定
す
る
前
段
階
に
は 、
こ
の
よ
う
な
発
音
が
行
わ
れ
て
い
た
筈

で
あ
る 。

仮
名
書
の
文
献
に
も
拾
わ
れ
る 。
西
南
院
蔵
仮
名
書
往
生
要
集
の
治
承
五
年

二
一
八
二
以
前
写
本
に
次
の
例
が
あ
る 。

日
方
の
せ
む
と
く
仏
大
す
に
つ
け
て
い
わ
く
(
剰
方
善
徳
仏 、
告ニ
大
衆­

雪一口)己
上
大
は
な
四
巻
剖
に
み
え
た
り(
巴
上 、
究
寛
不
浄 、
見工
大
般
若
止
観矧-)

こ
の
文
献
は 、「
治
承
五
年
丑
二
月
廿
二
日
診=
嵯
峨
水
本
僧
房一-
書
写
了
/
金

剛
仏
子
静
幸」
の
奥
書
を
持
つ
三
十
帖
策
子
目
録
の
紙
背
を
利
用
し
て
書
か
れ

た
も
の
で 、
「
或
い
は
聞
き
書
で
は
な
い
か
と
も
想
像
さ
れ 、
ま
た
当
時
の
口
語

体
も
交
っ
て
い
る」
と
指
摘
さ
れ
て
お
り 、
諸
種
の
口
頭
語
の
事
象
に
つ
い
て

は
筆
者
も
取
上
げ
た
も
の
で
あ
る 。

梁
塵
秘
抄
巻
二
の
竹
柏
園
文
庫
本
に
も 、

廿
中
司
(
劫)
(
似
番)

と
あ
り 、
同
口
伝
集
巻
十
の
書
陵
部
蔵
康
暦
元
年
(一
三
七
九)
写
本
に
も 、

あ
ま

ら
う

O
余
り
に
下
薦
が
ち
に
て
け
ん
引
(
顕
護)
に
や
(
二
十
九
丁
ウ
6)

24 
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(HU)

い

か
ぎ

O
頚
に
引
(
痩)
出
で
〉 、

今
は
限
り
に
て

く
す
し

す

も
の

医
師
も
棄
て
た
る
者

う
づ
ま
き

こ
む

な

う
た

た
ち
ま

つ
ぶ

太
秦
に
籍
り
て
今
様
を
他
念
無
く
謡
ひ
て
忽

ち
に
引(
痩)
潰
れ
て

ゃ止
み
(
三
十
九
丁
オ
1
ウ

が
あ
る 。
梁
塵
秘
抄
の
歌
謡
に
口
頭
語
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
指
摘
し
た
通
り
で

あ
り 、
口
伝
集
に
も
現
れ
て
い
る 。

栄
花
物
語
に
も 、
鎌
倉
時
代
書
写
の
梅
沢
本
に
よ
る
と 、

ノtiつ

や

調興闘
に
故
関
白
殿
別
に
た
て
奉

ら
せ
給
へ
り
し
御
堂
も
焼
け
に
し

の
ち
つ
〈

を
後
造
ら
せ
給
は
ね
ば
た
Y

伺叶叫HG
(
法
興
院)
に
て
ぞ
せ
さ
せ
給
け
る

(
巻
十
四 、
あ
さ
み
ど
り、
一一
十一
丁)

と
あ
る
他 、
「
ほ
こ
ゐ
ん」
(
巻
八
は
つ
は
な 、
二
十
五
丁)
が
五
例 、
「
ほ
こ
院」

(
巻
十
二
た
ま
の
む
ら
き
く 、
二
十
二
丁)
が
五
例
あ
る 。
こ
れ
は
固
有
名
調
で
あ

る
が 、
短
呼
例
と
す
れ
ば 、
当
時
こ
の
よ
う
な
音
が 、
世
俗
に
は
行
わ
れ
て
い



方言史料 と し て観た角筆文献

た
こ
と
を
窺
わ
し
め
る 。

以
上
掲
げ
た 、
院
政 、
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
現
れ
た
オ
段
長
音
の
「
ウ」
を

表
記
し
な
い
例
は 、
総
て
合
長立自
の
例
で
あ
る 。
江
戸
時
代
の
角
筆
文
献
と
の

関
連
を
考
え
る
と 、
そ
れ
は
偶
然
で
は
な
く 、
口
頭
語
と
し
て
は
短
呼
し
て
い

た
こ
と
の
反
映
と
考
え
ら
れ
る 。
合
長
音
を
短
呼
し
た
の
は 、
恐
ら
く
口
頭
語

と
し
て
は
短
呼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
関
長
音
と
の
区
別
を
し
た
の
で
あ
ろ
う 。

オ
段
助
長
音
に
お
い
て
合
音
が
開
音
と
区
別
す
る
た
め
に 、
口
頭
語
の
場
で
は 、

ウ
段
長
音
に
発
音
さ
れ
た
の
に
応
ず
る 、
も
う一
つ
の
方
法
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る 。現

代
語
方
言
に
お
い
て 、
オ
段
長
音
の 、
特
に
漢
語
の
語
末
に
つ
い
て
の
全

国
分
布
の
状
況
に
関
し
て
筆
者
は
不
案
内
で
あ
る 。
こ
の
視
点
か
ら
全
国
調
査

を
す
べ
き
で
あ
る
が 、
こ
の
稿
に
間
に
合
わ
な
い 。
従
っ
て 、
文
献
か
ら
知
ら

(
補
注5)

れ
た
所
を 、
直
ち
に
現
代
詩
方
言
と
比
較
し
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
な
い 。
た

だ 、
和
語
の
「
き
の
う
(
昨
日
こ
に
つ
い
て
『
日
本
言
語
地
図』
m
図
を
見
る

と 、
短
呼
形
の 、
穴-
z
z
Jヘ
O
が
雲
伯
地
方
と
宮
城
県
に 、
同ハ-
2
0
が
九
州
の一

部
(
福
岡
県
南
部・
五
島
列
島・
鹿
児
島
県
南
部)
と
愛
媛
県
の一
部
と
新
潟
県
か

ら
青
森
県
に
か
け
て 、
}ハH
Z
Z
O
が
近
畿
か
ら
北
陸
に
か
け
て
と
中
部
地
方
の

一
部
な
ど
に
見
ら
れ
る 。
文
献
に
見
ら
れ
る
事
象
と
見
比
べ
る
に 、
関
連
し
そ

う
な
地
域
も
あ
る
が 、
考
察
に
は
資
料
不
足
で
あ
る 。
方
言
調
査
と
共
に 、
角

筆
文
献
の
全
国
調
査
が
倹
た
れ
る
所
で
あ
る 。

玉、

終

鳥
取
県
の
金
剛
憧
院
東
光
寺
蔵
檀
記
の
角
筆
仮
名
に
は 、
小
稿
で
取
上
げ
た

「
セ」
(
角)

事
象
の
他
に
も 、
「
エ
段
音
+
イ」
を
エ
段
の
仮
名
だ
け
で
表
し
た
「
箪

「
イセ」(
角)

(
元・
十一
ウ
8) 、

「
異
姓

」
(
元・
三
十
三
ウ
6)
や 、
「
ヒ」
を
「
シ」
と

「
シ
ト
シ」
(
角)

「
シ」
(
角)

表
し
た
「
均

」
(
利・
五
十
オ
6) 、

「
纂

門」
(
貞・
五
十
八
ウ
4)

「
シ
ン」
(
角)

な
ど 、
「
シ
ユ」
を
「
シ」
と
表
し
た
「
句

」
(
元・
十一
ウ
3) 、

「
シ
ツ」
(
角)

「
シ」
(
角)

「
休

」
(
貞・一
オ
3) 、

「一
樹

」
(
利・
七
十
五
オ
9)
な
ど
や 、
「
傷

(
上
欄
「
イ
ダ
ハ
シ」(角))」
(
元・
四
十
六
オ
4)

等
々
の
事
象
が
あ
り 、
現
代
語

方
言
と
係
り
を
持
つ
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る 。
そ
れ
ら
に
は 、
他
の
角
筆
文

献
に
も
認
め
ら
れ
て
地
域
的
な
拡
が
り
を
持
っ
た
り 、
院
政・
鎌
倉
時
代
の
口

頭
語
を
反
映
す
る
毛
筆
文
献
に
も
認
め
ら
れ
て
歴
史
的
な
繋
り
を
持
っ
た
り
す

る
も
の
も
あ
る
が 、
紙
数
を
遥
か
に
超
過
し
た
の
で
割
愛
す
る 。

小
稿
で
取
上
げ
た
の
は一
事
象
に
過
ぎ
ず 、
角
筆
文
献
も
地
域
的
に
偏
っ
て

い
て
資
料
不
足
で
あ
り 、
解
釈
に
至
つ
て
は一
私
案
に
過
ぎ
な
い 。
現
段
階
で

は
何
よ
り
も
先
ず 、
全
国
各
地
に
眠
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
角
筆
文
献
を
発
掘
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る 。
中
園
地
方
の
諸
地
で
角
筆
文
献
の
発
掘
調
査
を
試
行

し
た
限
り
で
は 、
九
十
パ
ー

セ
ン
ト
に
近
い
割
合
で 、
予
想
通
り
に
角
筆
文
献

が
発
見
さ
れ
て
い
る 。
江
戸
時
代
に
絞
っ
て
み
る
と 、
江
戸
の
諸
侯
の
う
ち 、

百
二
十
二
の
藩
が
そ
れ
ぞ
れに
藩
校
の
教
料
書
を
出
版
し
て 、
土
地
の
若
者
の

教
育
に
資
し
て
い
る 。
笠
井
助
治
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば 、
江
戸
初
期
の
慶
長
か

ら
幕
末
の
慶
応
に
至
る
問 、
北
海
道・
東
北
の
弘
前
藩
か
ら
九
州
の
鹿
児
島
ま

で
の
諸
藩
の
教
科
書
七
八
六
部
四
六
八
七
冊
が
知
ら
れ
て
い
る 。
そ
れ
ら
の
藩

校
の
教
科
書
に
は 、
そ
こ
で
学
ん
だ
若
者
等
が
角
筆
で
講
義
内
容
や
所
懐
な
ど

を
備
忘
と
し
て
書
入
れ
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
が
少
な
く
は
な
い
と
思
わ
れ

る 。
今
ま
で 、
山
口
の
明
倫
館
版 、
弘
前
の
稽
古
館
版 、
仙
台
養
賢
堂
版
か
ら

角
筆
の
書
入
れ
を
見
出
し
た
の
は 、
そ
の
現
れ
で
あ
る 。
藩
校
の
教
科
書
だ
け

で
な
く 、
私
塾
な
ど
の
教
科
書
に
も
角
筆
の
書
入
れ
は
な
さ
れ
た
に
違
い
な
い 。

現
に
そ
の
種
の
角
筆
文
献
も
多
く
見
出
さ
れ
て
い
る 。
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若
し
そ
れ
ら
が
全
国
規
模
で
組
織
的
に
発
掘
調
査
さ
れ
る
な
ら
ば 、
そ
こ
に

書
入
れ
ら
れ
た
角
筆十
文
字
を
通
し
て 、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
言
語
事
象
が
浮
ぴ

上
る
で
あ
ろ
う 。
そ
れ
は 、
文
人
の
記
録
し
た
方
言
の一
部
と
か 、
偶 と
地
方

に
残っ
た
特
定
文
献
に
頼
る
農
業
語
集
や 、
産
物
語
象
の
考
察
と
か
の
域
を
越

え
て 、
音
声
事
象
を
始
め
と
し
て 、
文
法
や
語
黛
に
も
亘
っ
て 、
諸
事
象
に
つ

い
て
地
域
的
な
拡
が
り
と
し
て
把
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う 。
し
か
も
藩
校
の
教
科

書
な
ど
の
漢
籍
に
つ
い
て
は 、
各
藩
が
四
書・
五
経
な
ど
同
種
の
テ
キ
ス
ト
を

使
っ
た
か
ら 、
同一
箇
所
の
同
じ
事
象
を
全
国
的
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
も
期

待
で
き
そ
う
で
あ
る 。
こ
れ
ら
の
点
で
は 、
こ
れ
ま
で
の
文
献
に
よ
る
方
言
研

究
が
文
献
遺
存
の
偶
然
性
に
左
右
さ
れ
て 、
断
片
的
で
体
系
性
を
欠
く

慎
れ
の

あ
っ
た
の
と
は
異
な
っ
た
価
値
を
持
つ
で
あ
ろ
う 。

た
だ
角
筆
文
献
を
国
語
史
料
と
し
て
観
る
場
合 、
問
題
も
あ
る 。
第一
に 、

角
筆
文
献
は
書
入
れ
の
年
月
日
や
筆
者
に
つ
い
て 、一

部
に
は
明
示
し
た
も
の

も
あ
る
が 、
多
く
は
記
さ
れ
ず
判
明
し
な
い 。
角
筆
が
私
的 、
備
忘
的
に
使
わ

れ
る
こ
と
か
ら
当
然
と
も
い
え
る 。
し
か
し 、
墨
書
と
の
重
な
り
等
か
ら
墨
書

を
通
し
て
推
定
す
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
も
あ
る 。
そ
れ
ら
は 、
方
言
史
を
現

代
語
方
言
に
基
づ
い
て
理
論
的
に
組
立
て
る
よ
り
は 、
文
献
資
料
に
即
し
て
当

時
の
実
情
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る 。
第
二
に 、
冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に 、
角

筆
文
献
の
中
に
は 、
書
入
れ
量
の
少
な
い
も
の
や 、
比
較
的
に
規
範
に
近
い
表

現
に
拠
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
も
の
も
あ
る
が 、
口
頭
語
を
多
く
反
映
さ
せ

た
も
の
も
あ
る 。
こ
の
点
に
注
目
す
れ
ば 、
方
言
史
料
と
し
て
使
う
こ
と
が
出

来
る
の
で
あ
る 。
第
三
に 、
角
筆
文
献
は
文
献
と
し
て
文
字
で
書
か
れ
る
以
上 、

そ
の
制
約
が
あ
る 。
仮
名
で
書
か
れ
た
場
合 、
表
音
文
字
で
は
あ
っ
て
も
音
声

そ
の
も
の
を
端
的
に
示
す
と
は
限
ら
ず 、
仮
名
の
表
記
習
慣
の
影
響
を
蒙
る
こ

と
も
あ
る 。
そ
の
上 、
文
献
の
内
容
そ
の
も
の
に
制
約
さ
れ
る
の
で 、
求
め
る

事
が 、
常
に
十
二
分
に
得
ら
れ
る
と
は
限
ら
な
い 。

こ
の
よ
う
な
点
に
配
慮
し
つ
つ
方
言
史
料
と
し
て
角
筆
文
献
を
扱
う
必
要
が

あ
る 。
先
ず
は
全
国
規
模
で
角
筆
文
献
を
発
掘
す
る
こ
と
に
よ
り 、
差
当
り
は

音
声
商
か
ら
近
世
方
言
出入
を
描
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
る 。

明
治
以
来
の
国
語
学
は 、
文
献
に
よ
る
国
語
史
研
究
と
主
に
現
代
語
音
に
よ

る
方
言
研
究
と
が
二
大
潮
流
と
し
て
行
わ
れ 、
研
究
者
の
多
く
は 、
い
ず
れ
か

に
身
を
置
い
て
来
た
が 、
今
や
両
者
を
併
せ
た
研
究
が
望
ま
れ
る 。
方
言
史
の

叙
述
が
成
つ
て
は
じ
め
て 、
中
央
文
献
に
基
づ
く
国
語
史
で
な
く 、
全
国
に
亘

つ
て
の
日
本
語
の
歴
史
が
描
け
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る 。
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、玉(
l)

拙
稿
「
御
調
八
幡
宮
蔵
の
角
筆
と
角
筆
文
献」
(「
内
海
文
化
研
究
紀
要」
第

十
六
号 、
昭
和
六
十
三
年
十
月
三
同「
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究」
(「
学
術

月
報」
第
四
十
五
巻
第
三
号 、
平
成
四
年
三
月) 。

(
2)

拙
著『
角
筆
文
献
の
国
語
学
的
研
究』(
汲
古
書
院
刊 、
昭
和
六
十
二
年
七
月)

研
究
篇
第
四
章 。

(
3)

注(
1)

文
献
の
う
ち 、
「晶子
術
月
報」
所
収
拙
稿
の
「
今
後
の
課
題」 。
又 、

拙
文「
山
口
大
学
附
属
図
書
館
蔵
の
角
筆
文
献」
(
山
口
大
学
附
属
図
書
館
報
幻

号 、
平
成
四
年
二
月)
参
照 。

(
4)

拙
著
『
角
筆
文
献
目
録
(一
九
九一
年
版)』
(
平
成
四
年
五
月 、
私
家
版) 。

(
5)

同
寺
蔵
「
書

誌躍♂
に
も
「
安
政
三
年
辰 ノ
二
月
吉
日
求
之
田
中
華脅」
の

墨
書
が
あ
り 、
巻
頭
に
「
因
州
智
頭
郡
社
村
東
光
寺」
の
朱
印
が
あ
る 。
東
光

寺
の
過
去
帳
に
よ
る
と、
安
政
年
中
に 、
同
寺
近
く
の
「
家
奥」
に 、
田
中
堪

助
と、
新
家
の
田
中
治
三
郎
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
分
る 。
宥
操
院
家
は 、
文

久
二
年
(一
八
六
二)
十
月
凶
日
に
純
仁
法
親
王
よ
り
金
剛
値
院
の
宣
を
拝
命

し、
明
治
十
二
年
三
月
二
十
七
日
に
遷
化
し
て
い
る
(
花
野
憲
道
師
教一不) 。



(6)
広戸惇『中園地方五県言語地図」
によると、
別「こより」(
ぎ]O『』)

同ν白
百マm
E口問
の図で 、
「カンジョ
lヨ
リ」(勘定経)
系を用い
る所で

は 、
「カンジヨ
リ」の短呼形が 、
東伯地方と岡山県の一
部とに
見られ

る 。
尚 、
「定」
はオ
段助長立回の開音であるが 、
「ジャ
l」
とはなっ
て

い
ない 。
又 、
引「れんげ」(「g岡市)nEロ巾お
52rぐmRY
の図で 、
「レ

ンギョ
l」(連鶏)

系を用い
る所では 、
「ゴンギヨ」
の短呼形が岡山

県北部 、
「ゲンギョ」
の短呼形が岡山県の一
箇所にある 。

(7)
室山敏昭「山陰方言の音声的研究付」(鳥取大学教育学部研究報告

人文・
社会 、
第二
十一
巻一
号 、
昭和四十五年六月) 。

(8)
広戸惇『中園地方五県言語地図』
によると、
5「四

十雀」(一一ωE・

23)伺
52x
の図で 、
「シ

オ斗けガラ」
に
対して、
「シ

オ司川ガラ」

と発音する所が 、
鳥取県東部に二
箇
所見られる 。

(9)
小田家蔵増註唐賢絶句三種詩法の角筆書入れには「
擦

峰」 、

「
山」
(
角)

「
王」
(
角)

「
王」
(
角)

「
値

ν
秋」(「アフ」
を「王」
で
表す) 、
「庭
鴬

」
など類音の

方言史料 と し て観た 角 筆文献

漢字による注音が多い 。
本の背に
墨書で「享保四亥年二
月廿日より」

「午霜月日歳十四より読」
とあり 、
巻一
の裏表紙に同筆で「志路原周

見」
とある 。
角筆は 、
この人物により享保四年(一
七一
九)
頃に
書

入れたと見られる 。「志路原周見」は 、
同じく小田文
庫の古文真宝前

集[
刷]
に「享保五年山県郡志路原周見本/子 ノ五月十一
日より読之」

とあるので 、
山県郡の土地の人であっ
たこ
とが分る 。

(叩)
三
鰻詩には 、「天和三年順教」の墨書と同筆の仮名が書入れてあり 、

角筆仮名の上から墨書の仮名が重ね書しているので 、
角筆は天和三

年の墨書より前 、
恐らくその
同時頃の書入れと見られる 。

(日)
津井常四郎「楢崎正員先生」(『山崎閣斎とその門流』
明治書房刊 、

昭和十三年一
月) 。

(ロ)
山本真吾「三重県津市立図書館橋本文庫蔵の角筆文献について|

-近世伊勢方言への接近
||」(三

重大学人文学部文化学科研究紀要人文

論叢第九号 、
平成四年三月) 。

(日)
同じ橋本文庫の「親鷲聖人正統伝」
でも 、

「
カ
イ
ヒ
ヨ」
(
角)

海
表

(別朱書「ヒヤウ」)
(
③4ウ6

「
チ
ヨ
セ
ン」
(
角}

朝
鮮

(別朱書「チヤフセン」)(
③4ウ6

のように 、
角筆仮名が「ウ」
を表記せず発音に
近い
表記であるのに 、

朱書では「ヒ
ヤウ」「チヤフ」
と「ウ(フご
を表し表記規範に
従っ

て書い
てい
る 。

(M)
稽古館版尚書に現れた東北方言として、

ニ「
チ」
(
向・
第
二
次
墨
書)
ク

y
ク

上
服

(「
服」
を角筆仮名で「チ」
と書き

その上から第二
次墨書も「チ」
となぞる)

「
ツ
カ
y
ケ」
(
第
二
次
墨
書)

弗ν
押

「
キ
ツ
チ
ク」
(
第
二
次
墨
書)

傷
「
カ
ダ
シ」
(
第
二
次
墨
書)

難

「
ホ
ド
ゴ」
(
第
二
次
墨
書)
シ

麗

などがある 。

(日)
仙台養賢堂版孟子集註に現れた東北方言として、

「
y
ン
ユ」
(
角)

「
シ
イ」
(
角)

「
タ
ン
ス」
(
角)

沈
猶

垂

線
之
壁

箪
食

「
こ
イ」
(
角)

「
ハ
ス」
(
角)

不ν
険

ν
階

などがある 。
尚この本には「星文之郎」
の墨書文字があり 、
角筆の

書入れと関係がありそうであるが 、
素姓は未詳である 。

(凶)
川本栄一
郎「幕末の「獄中記」
に
見られるズlズl弁とガ行鼻濁

音」(国語学九十一
集 、
昭和四十七年十二
月) 。

(げ)
高松政雄「オ段助長音の一
問題」(国語学八十三集 、
昭和四十五年
27 



十二月) 。

(凶)
日本思想大系「民衆運動の思想」
所収による 。
引用例は 、
その「獄

中記」
の本文によっ
た 。

(凶)
有坂秀世「古辞書
記名集』
につい
て」(「図
書
費の研
北轡

再録) 。

(却)
大日本古文書 、
家わけ第十三による 。「七二
健軍社文書預ケ
状」(阿

蘇文書之
て
一
四二
頁) 。
この文
書は 、
年月未詳であるが 、
鎌倉時代

のものとされ 、
元徳二
年の文書の
後に配されている 。

シ
キ
ヤウ

久遠寺蔵本朝文粋文
永八年写本に「
施
行
」
の
例がある(山本秀人

21 
氏教示) 。

(幻)
土口川泰雄「近古国語にがける長助立日『ゅう」と
「ょう』
との
相関」

(『古典の新研究一一』
昭和二
十九年十月) 。

(お)
山田忠雄「法明童子」(『山田孝雄追憶史学語学論集」
昭和三十七

年十一
月) 。

(M)
迫野度徳「古文書にみた中世末期越後地方の音韻」(語文研究二
十

二 、
昭和四十一
年十月) 。

(お)
福島邦道「「みゅ
う」
と「みよ
う」
の交替」(昭和四十四年六月 。

『キリシタン
資料と国語研究』再録) 。

(お)
注(げ)
文献。

(幻)
京都大学文学部国語学国文学研究室編
旦
麺

菅

Z
E
の解題

におい
て、
安田章氏が字毎に
類衆し
て挙例されている 。
但し、
この

元亀二
年写本が 、
オ段合助長音を総て「@ウ」で表す
のでなく 、
「@

ウ」
で
表した例もあるのは 、
辞書とい
う性格上 、
規範性も残り 、
又

転写の問題や表記習慣のことも関与していると考えられる 。

(mm)
長音化の類例は 、
同じ鎌倉時代の本朝文粋巻第六延慶元年写本に 、

ケウ
タツ

ケウ

「挙
達」「
挙
奏」
などある(拙稿「醍醐寺蔵本朝文粋巻第六延慶元

年書写本の訓点につい
て」
醍醐寺文化財研究所研究紀要第十二
号 、

平成四年三月) 。
尚 、
梁塵秘抄巻二
の「びん
司引」(美刻)
も同じ例

である 。

(mU)
橋本初子氏の御高配による 。

(初)
「第七回東寺百合文書展 、
上桂庄
|伝領と相論」

による 。

(幻)
オ段長音の開合の乱れは 、
前掲の長恨歌正安二
年写本の角型車仮名

にもあり 、
又 、
後述の如く 、
楊守敬旧蔵本将門記院政初期写本や梁

塵秘抄にも検討すべき例がある 。

(幻)
福島邦道「和泉往来字音十則」(訓点語と訓点資料第二
十八輯 、
昭

和三十九年四月) 。

(お)
拙稿「中世片仮名文の国語史的研究」(広島大学文学部紀要特集号 、

昭和四十六年三月) 。

(鈎)
拙稿「和化漢文における口頭語資料の認定」(鎌倉時代語研究第十

二
組問 、
平成元年七月) 。
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ヮ，

梁塵秘抄巻第二の竹柏箇文庫本の2番の
歌謡に 、
「中夜」を「長夜」

nL

 

の漢字で表記した例がある 。「夜ふげて
周夜にい
たるほど」とあるも

のである 。
この歌謡は 、
極楽六時讃 、
中夜讃の「ヤウヤク中夜ニ
イ

タルホド」
をとっ
たものであるから「中夜」
とあるべ
き所である 。

「中夜」(亥刻から丑刻ま
での間)
を「長夜の闇」の
「長夜」
と混同

したとも考えられるが 、
意味上 、
「夜ふけて長夜に至るほど」では通

じない 。「長夜」
は仏教語としては呉音で「ヂヤウヤ」
であっ
たから

発音上からも「中夜」
とは紛れ難い 。「中」
と漢音で清音の「長」
と

の聞に 、
口
頭語では発音上通ずる所があっ
たのに基づい
て、
類音字

「長」を宛てたとすれば 、
類例となる 。
竹柏園文庫本は近世の転写本

であるが 、
寂蓮手跡本を機械的に模写した性格の
本と考えられる(新



日
本
古
典
文
学
大
系「
梁
塵
秘
抄」
解
説)
か
ら 、
転
写
の
際
に 、
親
本
の「
中」

を
わ
ざ

/\
画
数
の
多い「
長」
に
私
改
し
た
と
は
考
え
に
く
い 。
尚 、
注(
幻)

参
照 。

(
お)

前
田
勇「
九
州
方
言
に
珍
け
る
オ
列
長
音
の
開
合
に
就
て」(
国
語
学
第
五
輯 、

昭
和
二
十
六
年
二
月) 。
加
藤
正
信・
大
山
貞
子
「
新
潟
県
方
言
に
お
け
る
オ
列

長
音
の
開
合」
(
文
化
第
二
十一
巻
四
号 、
昭
和
三
十
二
年
七
月) 。
柴
田
武「
言

語
地
理
学
資
料
と
国
語
史
資
料
と
の
接
点」(
国
語
学
第
七
十
六
輯 、
昭
和
四
十

四
年
三
月
三
大
橋
勝
男
「
国
語
の
生
き
さ
ま
(
そ
の
十)

||オ
列
開・
合
長
音に

関する
現
代
越
後
方
言と
中
世
国
語
||」

(
新
大
国
語
十
二
号 、
昭
和
六
十一
年
三

月) 。
同
「
オ
列
開・
合
長
音
に
関
す
る
現
代
越
佐
方
言
と
中
世
国
語

||
佐
渡

郡
真
野
町

創刊均
及
び
佐
渡
諸
地
点
方
言
に
即
し
て

|」
(
心
吟

詩ム
国

方言史料 と し て観た 角筆文献

語
学
論
集」
平
成
四
年
三
月) 。

(
幻)

舌
川
泰
雄
氏
注(
幻)
文
献。

レ
キ

デ
キ
ス

ド

シ
ュ
ロ

(
犯)

オ
段
長
音
の
短
呼
の
他
に
も 、
「
磨
」
を
「
暦
数」 、
「
奴」
を
「
囚
奴」

と
表
し
て、
ラ
行
音
と
ダ
行
音
との
交
替
例
が
あ
り 、
熊
本
県
の
現
代
語
方
言

に
認
め
ら
れ
る
も
の
に
通
ず
る 。

(
お)

注(
お)
の
拙
稿 。

(
ω)

財
津
永
次「
西
南
院
蔵
往
生
要
集
断
簡」(
仏
教
芸
術
幻 、
昭
和
四
十
年
三
月) 。

(
HU)

注(
お)
文
献。

(
必)

現
行
の
諸
注
釈
書
は
「
そ(
痘
こ
の
誤
写
と
す
る
が 、
底
本
の
字
体
は「
ろ」

ろ
う

で
あ
り 、
「
痩」
(
悪
性
の
腫
物)
も 、

メ
y
リ
ア
ヒ
ナ
ム
(
ト)

コ
、

ロ
サ
キ
(
ニ)

「
遂
患レ
樹
価税ν
項
欲-
帯
併-

至=
胸
前一

」

(
石
山
寺
蔵
金
剛
波
若
経
集
験
記
平
安
初
期
写
本)

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る 。
又 、
鎌
倉
時
代
の
「
名
語
記」
に 、
「
ク
ヒ
ノ

メ

ク
リ ニ
イ
テ
ク
ル
腫
物 ヲ
吋 ト
ナ
ツ
ク
如
何
ロ
ハ

痩
也」
(
巻
二 、
五
オ) 、

「
女
人

ノ
ヤ
マ
ヒ
ノ

チ
吋
如
何
乳
痩
也」(
巻
三 、
三一
ウ)
と
あ
る
の
で 、
口

頭
語
と
し
て
短
呼
形
「
ロ」
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

(
必)

拙
稿「
鎌
倉
時
代
の
口
頭
語
の
研
究
資
料
に
つ
い
て」
(
鎌
倉
時
代
語
研
究
第

十一
輯 、
昭
和
六
十
三
年
八
月) 。

(
“)

新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
梁
塵
秘
抄」解
説

(
近
刊
予
定)
参
照 。

(
江川)

笠
井
助
治
『
近
世
藩
校
に
於
け
る
出
版
奮
の
研
究」
(
昭
和
三
十
七
年
三
月 、

主ロ
川
弘
文
館
刊) 。

[
附
記]

こ
の
稿
は 、
平
成
二
年
十
月
二
十
日
に
国
語
学
会
秋
季
大
会
(
高
知)
の

公
開
講
演
会
に
お
い
て、
同
じ
題
に
て
発
表
し
た
内
容
に
基
づ
き 、
そ
の
後
に

見
出
し
た
角
筆
文
献
や
毛
筆
文
献
の
新
し
い
資
料
を
加
え 、
更
に 、
「
オ
段
合
長

音
の
短
音
化」
の
項
を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る 。
方
言
資
料
に
つ
い
て

は
灰
谷
謙
二
氏
の
教
示
を
得 、
又 、
岩
減
裕
之
氏
の
協
力
を
得
た。
滋
に
御
礼

を
申
上
げ
る 。

[
校
正
時
追
補]

(
補
注
l)

平
成
四
年
九
月
に
は 、
金
沢
大
学
附
属
図
書
館・
金
沢
市
立
図
書
館・

石
川
県
立
図
書
館
に
お
い
て、
金
沢
大
学
文
学
部
大
学
院
生
と
共
に
二
十
二
点 、

計
二
八
二
冊
の
角
筆
文
献
を
発
見
し
た。
十
月
に
は 、
大
分
に
お
け
る
国
語
学

会
研
究
発
表
会
の
後 、
大
分
大
学
附
属
図
書
館・
大
分
県
立
大
分
図
書
館・
杵

築
市
立
図
書
館
か
ら
三
十一
点
計一
O
五
冊
の
角
筆
文
献
を
発
見
し、
そ
の
他

の
発
見
と
併
せ
て
現
在
総
計
八
百一
点
を
数
え
る
に
至
っ
て
い
る 。
附
図
ー
に

は
こ
れ
ら
の
資
料
も
加
え
て
あ
る 。

(
補
注
2)
こ
の
稿
を
作
成
し
た
時
点
で
は 、
北
海
道
と
沖
縄
は
調
査
し
て
い
な
い

の
で
除
い
た
が 、
そ
の
後 、
北
海
道
立
図
書
館
に
も
角
筆
文
献
の
存
す
る
と
い

う
教
示
を
小
野
ツ
ネ
子
氏
か
ら
得
た。
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(
補
注
3)

送
稿
後
に 、
金
沢
市
か
ら
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
も 、
次
の
諸
例
が

見
出
さ
れ
た。

O
石
川
県
立
図
書
館
伐
石
文
庫
蔵
孟
子
(
寛
文
二
年
二
六
六
二)
板
本)
四
冊
[
叫]

(
能
登
半
島
の
剣
地
に
伝
来)

「
シ
ウ
コ」
(
角)

鐘
鼓

(
巻
之
二 、
ニ
オ
6)

O
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
暁
鳥
文
庫
蔵
唐
詩
三
億
家
法
(
元
縁
七
年
ご
六
九
四)

板
本)
三
冊
[
市]
(
鈴
木
晴
美
氏
調
査
に
よ
る)

「
チ
ウ」
(
角}

「
ナ
ウ」
(
角)

愁
腸

(
巻
上 、
三
十
五
ウ
叩)

這
沼

(
巻
上 、
五
十
七
ウ
7)

(
墨
書
「
チ
ヨ
フ」)

「
チ
ウ」
{
角)

腸

(
巻
中 、
二
十
五
オ
5(
墨
書
「
チ
ヨ
フ」

「
チ
ウ」
(
角)

鴎
声

(
巻
下 、
八
オ
4)
(
墨
書
「
チ
ョ
ウ」

右
に
よ
る
と、
北
陸
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。

(
補
注
4)

送
稿
後
に 、
金
沢
市
か
ら
発
見
さ
れ
た
角
筆
文
献
に
も 、
次
の
諸
例
が

見
出
さ
れ
た。

O
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
三
種
詩(
元
禄
五
年
二
六
九
二)
板
本)
三
冊
[
市〕

「
ふ
ヨ
テ
ン」(
角)

「
そ」(
角)

芙
蓉
殿

(
巻
て
二
十
九
オ)

西
窓

(
巻
三 、
七
オ
2)

「
ロ」(
角)

箆

(
巻
三 、
七
ウ
2

「
こ
そ」
(
角)

浩
笑

(
巻
三 、
七
ウ
2

O
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
焼
鳥
文
庫
蔵
中
庸(
江
戸
初
期
板
本
二
冊
[
加]

「
ト」(

角)

「
ト
イ」(
角}

「
コ」

道
統

(
三
オ
l)

同
異
(
五
ウ
4)

諸
侯
(
十
六
ウ
3)

(
補
注
5)

平
成
四
年
十
月
二
十
五
日
大
分
大
学
に
お
け
る
国
語
学
会
研
究
発
表
会

(
A
会
場)
の
大
橋
勝
男
氏
の
発
表
に
対
す
る
質
問
の
中
で 、
加
藤
正
信
氏
は 、

新
潟
県
北
魚
沼
郡
入
広
瀬
村
に
隣
接
す
る
御
郷
里
の
方
言
に
つ
い
て、
オ
段
長

音
の
関
長
音
と
区
別
す
る
為
に
合
長
音
を
短
呼
す
る
現
象
の
あ
る
こ
と
を
指
摘

さ
れ
た。
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〔
再
追
補〕

平
成
四
年
十一
月
に
は 、
徳
島
大
学
附
属
図
書
館・
徳
島
市
立
図
書
館・
徳
島

県
立
図
書
館
か
ら
計
四
十
七
点
の
角
筆
文
献
を
発
見
し、
そ
の
他
も
加
え
て、

総
計
八
百
五
十
七
点
を
数
え
る
に
至
っ
た。
そ
れ
ら
の
中
に
は 、
小
稿
を
補
う

例
も
見
出
さ
れ
た
が 、
こ
れ
ら
は
附
図
l・
附
図
2
に
も
加
え
て
い
な
い 。

||徳
島
文
理
大
学
教
授

||

(
平
成
四
年
九
月
四
日
受
理)


